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平
成
二
十
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
能
・
狂
言
関
係
の
単
行
本
、
お
よ
び

雑
誌
等
に
発
表
さ
れ
た
論
文
を
取
り
上
げ
る
。
例
年
と
同
じ
く
、
単
行

本（
江
口
文
恵
）、
資
料
研
究
・
資
料
紹
介（
表
き
よ
し
）、
能
楽
論
研
究

（
高
橋
悠
介
）、
能
楽
史
研
究（
伊
海
孝
充
・
宮
本
圭
造
）、
作
品
研
究

（
石
井
倫
子
・
山
中
玲
子
）、
狂
言
研
究（
小
林
健
二
・
豊
島
正
之
）、
外

国
語
に
よ
る
能
楽
研
究（
竹
内
晶
子
）に
分
類
し
、
分
担
執
筆
を
行
っ
て

い
る
た
め
、
全
体
を
展
望
す
る
と
い
う
よ
り
個
別
の
論
の
紹
介
が
主
体

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
ま
た
、
重
要
な
論
稿
を
見

落
と
す
な
ど
の
遺
漏
も
あ
ろ
う
と
思
う
。
ご
寛
恕
を
乞
う
。

【
単
行
本
】

『
狂
言
サ
イ
ボ
ー
グ
』（
野
村
萬
齋
著
。
文
庫
判
２０８
頁
。
１
月
。
文
春
文

庫
。
五
九
〇
年
）

二
〇
〇
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
同
名
著
書
の
文
庫
化
。
末
尾
に
著
者
に

よ
る
文
庫
版
あ
と
が
き
と
齋
藤
孝
の
解
説
が
新
た
に
加
え
ら
れ
た
。

『
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
著
作
集

第
六
巻

能
・
文
楽
・
歌
舞
伎
』（
ド

ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
著
。
菊
判
４２４
頁
。
１
月
。
新
潮
社
。
三
〇
〇
〇
円
）

二
〇
一
一
年
か
ら
続
刊
の
著
作
集（
全
十
五
巻
の
予
定
）の
第
六
巻
に

日
本
古
典
演
劇
に
関
す
る
著
作
が
集
め
ら
れ
た
。
三
部
構
成
で
、
主
に

「
第
一
部

能
」
が
能
・
狂
言
関
連
の
論
考
。
二
〇
〇
一
年
刊
の
講
談

社
学
術
文
庫
本
を
基
に
し
て
い
る
が
、
初
出
が
英
文
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
訳
語
な
ど
に
若
干
修
正
が
な
さ
れ
て
い
る
。

『
能
を
読
む
①
観
阿
弥
と
翁

能
の
誕
生
』『
②
世
阿
弥

神
と
修
羅
と

恋
』『
③
元
雅
と
禅
竹

夢
と
死
と
エ
ロ
ス
』『
④
信
光
と
世
阿
弥
以
後

異
類
と
ス
ペ
ク
タ
ル
』（
梅
原
猛
・
観
世
清
和
監
修
。
天
野
文
雄
・
土

屋
恵
一
郎
・
中
沢
新
一
・
松
岡
心
平
編
。
Ａ
５
判
５６０
〜
６６２
頁
。
１
月
・

３
月
・
５
月
・
８
月
。
角
川
学
芸
出
版
。
各
六
五
〇
〇
円
）

能
を
文
学
的
に
読
む
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
編
ま
れ
た
書
で
、
四
冊

に
わ
た
り
百
番
以
上
の
作
品
を
時
代
別
に
分
け
、
す
べ
て
に
新
し
い
現

代
語
訳
が
提
示
さ
れ
た
。
各
冊
と
も
三
部
に
分
か
れ
て
お
り
、「
能
を

読
む
」
に
詞
章
と
現
代
語
訳
、「
能
を
解
く
」
に
論
考
、「
能
を
聞
く
」

に
座
談
・
対
談
を
収
め
る
。

『
カ
ラ
ー
百
科

見
る
・
知
る
・
読
む

能
五
十
番
』（
小
林
保
治
・
石

研

究

展

望

（
平
成
二
十
五
年
）
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黒
吉
次
郎
編
。
菊
判
３２０
頁
。
２
月
。
勉
誠
出
版
。
三
二
〇
〇
円
）

能
を
初
心
者
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
入
門
書
的
役
割
の
書
で
、
多

く
の
能
面
や
、
能
図
絵
、
舞
台
写
真
を
カ
ラ
ー
写
真
で
掲
載
す
る
。

「
あ
ら
す
じ
と
み
ど
こ
ろ
」
で
は
、
十
日
間
の
五
番
立
の
番
組
と
い
う

設
定
で
、
能
の
現
行
曲
五
十
番
を
写
真
と
と
も
に
解
説
す
る
。
随
所
に

高
津
希
和
子
に
よ
る
「
能
豆
知
識
」
を
挿
む
。

『
平
成
二
十
三
―
二
十
四
年
度
国
立
能
楽
堂
企
画
展
示

観
世
文
庫
創

立
二
十
周
年
記
念
『
観
世
文
庫
展
』
報
告
書
』（
国
立
能
楽
堂
調
査
資

料
係
編
。
Ａ
４
版
１６
頁
。
３
月
。
独
立
行
政
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
）

平
成
二
十
三
年
十
二
月
か
ら
翌
二
十
四
年
四
月
に
開
催
さ
れ
た
同
名

展
示
の
報
告
書
。
高
橋
悠
介
「
観
世
大
夫
家
に
お
け
る
世
阿
弥
自
筆
能

本
―
国
立
能
楽
堂
「
観
世
文
庫
」
展
を
通
し
て
」
お
よ
び
展
示
資
料
一

覧
、
井
上
愛
「〈
千
手
〉作
品
研
究
―
小
書
・
郢
曲
舞
を
め
ぐ
っ
て
」
を

収
め
る
。

『
狂
言
兄
弟

千
作
・
千
之
丞
の
八
十
七
年
』（
茂
山
千
作
・
千
之
丞
著
。

宮
辻
政
夫
編
。
四
六
判
２９６
頁
。
５
月
。
毎
日
新
聞
社
。
二
二
〇
〇
円
）

毎
日
新
聞
に
平
成
十
八
年
〜
二
十
年
に
連
載
さ
れ
た
「
千
作
・
千
之

丞

泣
き
笑
い
兄
弟
８０
年
」
に
改
稿
を
加
え
て
書
籍
化
し
た
も
の
で
、

茂
山
千
作
・
千
之
丞
兄
弟
の
出
生
か
ら
生
い
立
ち
、
晩
年
に
い
た
る
ま

で
が
、
本
人
の
談
話
や
家
族
ら
の
証
言
を
も
と
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

く
し
く
も
四
世
千
作
逝
去
と
同
月
の
刊
行
と
な
っ
た
。
全
五
章
の
う
ち

第
一
〜
四
章
は
兄
弟
の
活
動
を
四
期
に
分
け
て
時
代
順
に
追
う
。
第
五

章
「
芸
を
語
る
」
で
は
作
品
に
つ
い
て
、
若
手
に
対
す
る
要
望
等
を

語
っ
て
い
る
。
エ
ピ
ロ
ー
グ
に
は
両
者
の
息
子
千
三
郎
・
七
五
三
・
千

五
郎
・
あ
き
ら
の
各
談
話
を
収
め
る
。『
楽
劇
学
』
第
二
十
一
号
に
権

藤
芳
一
の
書
籍
紹
介
が
載
る
。

『
能
楽
か
ら
見
た
中
世
』（
脇
田
晴
子
著
。
Ａ
５
判
３０８
頁
。
５
月
。
東
京

大
学
出
版
会
。
五
八
〇
〇
円
）

中
世
史
を
専
門
と
し
、
芸
能
史
や
女
性
史
の
論
考
・
著
作
を
多
数
発

表
し
て
き
た
著
者
に
よ
る
、
能
楽
を
核
と
し
た
研
究
書
。
書
き
下
ろ
し

と
既
発
表
の
論
文
で
構
成
さ
れ
る
。
神
能
や
夢
幻
能
・
物
狂
能
・
能
の

語
り
な
ど
作
品
を
基
軸
に
考
え
る
論
や
、
猿
楽
座
の
構
成
や
組
織
に
つ

い
て
の
論
考
が
収
め
ら
れ
る
。

『
世
阿
弥
の
言
葉

心
の
糧
、
創
造
の
糧
』（
土
屋
敬
一
郎
著
。
文
庫
判

２０８
頁
。
６
月
。
岩
波
現
代
文
庫
。
九
六
〇
円
）

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
能
楽
評
論
家
で
も
あ
る
著
者
の
前
著
『
処
世
術

は
世
阿
弥
に
学
べ
！
』（
二
〇
〇
二
年
刊
行
）が
、
加
筆
・
修
正
さ
れ
文

庫
化
。
世
阿
弥
の
能
楽
論
や
作
品
中
の
言
葉
を
手
が
か
り
に
、
世
阿
弥

の
考
え
方
が
現
代
社
会
で
も
通
じ
る
こ
と
を
丁
寧
に
紐
解
く
。

『
か
ら
だ
で
造
る〈
芸
〉の
思
想

武
術
と
能
の
対
話
』（
前
田
英
樹
・
安

田
登
著
。
四
六
判
２５８
頁
。
７
月
。
大
修
館
書
店
。
一
八
〇
〇
円
）

自
身
も
新
陰
流
剣
術
を
嗜
む
芸
術
批
評
家
と
、
下
掛
宝
生
流
能
楽
師

の
対
談
集
。
三
部
構
成
で
、
第
一
部
は
技
術
論
・
身
体
論
や
稽
古
論
な
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ど
多
岐
に
亘
っ
た
内
容
。
第
二
部
は
平
成
二
十
三
年
の
東
日
本
大
震
災

を
通
し
て
考
え
た
こ
と
に
つ
い
て
、
第
三
部
は
俗
曲
師
桧
山
う
め
吉
・

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
佐
藤
マ
サ
ノ
リ
を
交
え
て
日
本
の
芸
や
文
化
に
つ
い

て
語
る
。

『
横
道
萬
里
雄
の
能
楽
講
義
ノ
ー
ト
【
謡
編
】』（「
横
道
萬
里
雄
の
能
楽

講
義
ノ
ー
ト
」
出
版
委
員
会
編
。
Ａ
５
判
１９２
頁
・
Ｃ
Ｄ
付
き
。
７
月
。

檜
書
店
。
三
三
〇
〇
円
）

前
年
に
逝
去
し
た
横
道
萬
里
雄
の
、
東
京
芸
術
大
学
で
の
講
義
の
音

源
を
書
籍
化
し
た
も
の
の
第
一
弾
。「
謡
編
」
と
題
さ
れ
た
本
書
で
は
、

能
楽
史
や
能
の
構
造
に
つ
い
て
の
概
説
、
吟
型
、
地
拍
子
に
つ
い
て
の

講
義
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
付
属
Ｃ
Ｄ
に
は
講
義
の
音
源
の
一
部
を

収
録
。
横
道
氏
自
身
が
謡
な
ど
の
実
演
を
交
え
な
が
ら
解
説
し
て
い
る

様
子
が
窺
え
る
。
翌
年
に
は
第
二
弾
の
囃
子
編
も
刊
行
さ
れ
た
。

『
国
立
能
楽
堂
開
場
三
十
周
年
記
念
特
別
展
示

能
を
彩
る
文
化
財

名
品
能
面
能
装
束
展
』（
田
邊
三
郎
助
・
長
崎
巌
監
修
。
国
立
能
楽
堂

事
業
推
進
課
調
査
資
料
係
編
。
Ａ
４
判
７７
頁
。
９
月
。
独
立
行
政
法
人

日
本
芸
術
文
化
振
興
会
。
二
三
八
〇
円
）

同
名
の
展
示
の
図
録
。
図
版
で
は
各
家
・
各
機
関
か
ら
集
め
ら
れ
た

展
示
さ
れ
た
能
面
・
能
装
束
の
カ
ラ
ー
写
真
を
収
録
。
巻
頭
に
監
修
者

両
名
が
能
面
・
能
装
束
の
重
要
文
化
財
に
つ
い
て
執
筆
す
る
ほ
か
、
小

林
彩
子
・
菊
池
理
予
が
能
装
束
に
つ
い
て
寄
稿
す
る
。

『
能
は
こ
ん
な
に
面
白
い
！
』（
観
世
清
和
・
内
田
樹
著
。
四
六
判
２７２
頁
。

９
月
。
小
学
館
。
一
八
〇
〇
円
）

二
十
六
世
観
世
宗
家
と
武
道
家
の
対
談
集
で
、
能
の
歴
史
や
武
道
に

つ
い
て
語
り
合
う
。
第
一
・
二
章
は
著
者
二
名
の
対
談
、
第
三
章
に

「
能
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で
は
松
岡
心
平
を
交
え
た
鼎
談
で
『
松
風
』

『
山
姥
』
に
つ
い
て
語
る
。

『
日
本
人
の
こ
こ
ろ
の
言
葉

世
阿
弥
』（
西
野
春
雄
・
伊
海
孝
充
著
。

新
書
判
２０８
頁
。
１０
月
。
創
元
社
。
一
二
〇
〇
円
）

平
成
二
十
五
年
は
世
阿
弥
生
誕
六
五
〇
年
に
あ
た
る
た
め
、
世
阿
弥

関
連
の
催
し
や
新
刊
書
籍
が
目
立
っ
た
。
本
書
も
そ
の
一
つ
で
、
世
阿

弥
の
言
葉
と
生
涯
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
前
半
の
「
言
葉

編
」
で
は
、
世
阿
弥
の
能
楽
論
・
能
作
品
中
の
言
葉
を
稽
古
・
作
能
・

演
技
・
相
伝
の
四
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
て
解
説
す
る
。
後
半
「
生
涯

編
」
は
世
阿
弥
の
人
生
に
つ
い
て
の
概
説
で
、
命
日
や
幼
少
期
、
佐
渡

配
流
な
ど
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
い
る
。

『
平
成
関
西
能
楽
情
報
』（
権
藤
芳
一
著
。
四
六
判
４０６
頁
。
１１
月
。
和
泉

書
院
。
三
八
〇
〇
円
）

演
劇
評
論
家
で
あ
る
著
者
が
、『
戦
後
関
西
能
楽
誌
』（
平
成
二
十
一

年
）に
続
き
、
能
楽
関
連
の
評
論
を
書
籍
化
し
た
。
本
冊
に
は
『
現
代

能
楽
』『
能
楽
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』『
能
楽
タ
イ
ム
ズ
』
等
に
連
載
し
た
も
の

を
収
録
す
る
。
平
成
以
降
の
著
作
の
集
成
だ
が
、
関
西
の
能
楽
師
の
家

の
系
譜
や
歴
史
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
も
の
も
含
ま
れ
、
能
楽
の
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近
・
現
代
史
と
し
て
も
有
益
な
一
冊
で
あ
る
。

『
謡
曲（
能
）文
学
論
考
』（
松
田
存
著
。
Ａ
５
判
４３０
頁
。
１１
月
。
新
典
社
。

一
二
四
〇
〇
円
）

能
の
作
品
を
文
学
作
品
と
し
て
捉
え
た
研
究
で
、
作
品
が
引
用
す
る

和
歌
を
手
が
か
り
に
し
た
論
考
が
中
心
。『
徒
然
草
』
と
芸
能
や
、
近

松
、
島
崎
藤
村
に
つ
い
て
の
論
考
等
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

『
伊
藤
正
義
中
世
文
華
論
集
第
二
巻

謡
と
能
の
世
界（
下
）』（
伊
藤
正

義
著
。
片
桐
洋
一
・
信
多
純
一
・
天
野
文
雄
監
修
。
関
屋
俊
彦
・
稲
田

秀
雄
編
集
。
Ａ
５
判
６１９
頁
。
１１
月
。
和
泉
書
院
。
一
六
〇
〇
〇
円
）

二
〇
〇
九
年
に
逝
去
し
た
著
者
の
論
文
集（
全
六
巻
）の
第
二
巻
。
本

冊
に
は
世
阿
弥
能
楽
論
や
謡
曲
注
釈
書
、
謡
本
の
研
究
に
つ
い
て
の
論

考
を
中
心
に
収
録
す
る
。

『
世
阿
弥
の
こ
と
ば
一
〇
〇
選
』（
山
中
玲
子
監
修
。
四
六
判
１６４
頁
。
１２

月
。
檜
書
店
。
一
六
〇
〇
円
）

能
楽
師
・
能
楽
研
究
者
・
各
界
著
名
人
ら
が
、
世
阿
弥
の
能
楽
論

書
・
能
作
品
か
ら
好
き
な
言
葉
を
選
び
、
寄
稿
し
て
い
る
。
歌
舞
伎
役

者
坂
東
玉
三
郎
や
バ
レ
リ
ー
ナ
森
下
洋
子
、
武
術
研
究
家
甲
野
善
紀
ら

も
参
加
。

『
う
つ
ぼ
舟
Ⅴ

元
雅
の
悲
劇
』（
梅
原
猛
著
。
四
六
判
２５６
頁
。
１２
月
。

角
川
学
芸
出
版
。
二
八
〇
〇
円
）

哲
学
者
で
能
作
も
行
う
著
者
の
う
つ
ぼ
舟
シ
リ
ー
ズ
第
五
冊
。
世
阿

弥
の
息
男
で
早
逝
し
た
観
世
元
雅
に
つ
い
て
の
論
考
が
作
品
研
究
を
中

心
に
展
開
さ
れ
る
。
著
者
作
の
新
作
能
「
世
阿
弥
」
の
テ
キ
ス
ト
も
収

録
す
る
。（
江
口
）

【
資
料
研
究
・
資
料
紹
介
】

近
年
、
能
・
狂
言
の
絵
画
資
料
研
究
の
進
展
に
は
め
ざ
ま
し
い
も
の

が
あ
り
、
平
成
二
十
五
年
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
絵
画
資
料
を
取
り
上
げ
た

論
考
が
発
表
さ
れ
た
。
ま
ず
は
そ
れ
ら
を
取
り
上
げ
た
い
。

平
成
二
十
四
年
五
月
に
法
政
大
学
で
行
わ
れ
た
能
楽
学
会
大
会
で
は

「
能
・
狂
言
の
絵
画
資
料
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
企
画
が
行
わ
れ
た
。『
能

と
狂
言
』
１１
（
５
月
）に
は
そ
の
企
画
に
お
け
る
四
氏
の
講
演
と
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
報
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

小
林
健
二
「
屛
風
絵
に
描
か
れ
た
能
―
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

「
源
平
合
戦
図
屛
風
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」
は
、
藤
戸
合
戦
を
描
い
た
屛

風
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
所
蔵
の
「
源
平
合

戦
図
屛
風
」
は
、
右
隻
に
一
の
谷
合
戦
、
左
隻
に
藤
戸
合
戦
を
描
く
が
、

こ
の
藤
戸
合
戦
が
能〈
藤
戸
〉を
題
材
と
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す

る
。
佐
々
木
盛
綱
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
猟
師
の
母
親
の
ほ
か
妻
子
の

姿
が
描
か
れ
る
の
は
、
ツ
レ
や
子
方
が
登
場
し
た
か
つ
て
の
演
出
を
留

め
て
お
り
、
家
族
に
付
き
添
う
男
は
ア
イ
を
示
す
と
す
る
。
こ
の
屛
風

絵
の
作
成
に
は
佐
々
木
家
の
子
孫
が
か
か
わ
っ
て
お
り
、
先
祖
の
名
誉

の
顕
彰
と
い
う
意
図
が
窺
わ
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

泉
万
里
「
熊
野
絵
巻
と
熊
野
絵
本
」
は
、
能〈
熊
野
〉を
題
材
と
す
る

144



行
興
寺
蔵
『
熊
野
絵
巻
』
と
国
会
図
書
館
蔵
『
熊
野
絵
本
』
を
考
察
し
、

こ
れ
ら
が
作
成
さ
れ
た
背
景
を
考
察
す
る
。
ど
ち
ら
も
稚
拙
な
が
ら
味

わ
い
の
あ
る
絵
に
見
え
る
が
、
絵
画
様
式
に
は
大
き
な
違
い
が
あ
り
、

『
熊
野
絵
巻
』
は
中
世
物
語
絵
画
の
素
朴
様
式
と
呼
ぶ
べ
き
表
現
方
法

や
描
き
方
を
踏
襲
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
『
熊
野
絵
本
』
は
本
格

的
な
絵
画
技
法
を
習
得
し
た
絵
師
に
よ
る
も
の
で
、
素
朴
様
式
で
描
か

れ
て
は
い
る
が
、
人
物
や
建
物
な
ど
は
本
格
的
な
狩
野
派
の
流
派
様
式

が
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
、
様
式
の
混
淆
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。
中
世
絵
画

の
特
殊
な
様
式
を
明
ら
か
に
す
る
論
考
で
あ
る
。

小
山
弓
弦
葉
「
能
絵
鑑
に
見
る
能
装
束
の
様
式
―
諸
本
と
の
比
較
か

ら
導
き
出
さ
れ
る
デ
ザ
イ
ン
の
変
遷
―
」
は
、
工
芸
史
の
視
点
か
ら
の

考
察
。
ま
ず
能
装
束
の
デ
ザ
イ
ン
様
式
の
変
化
を
説
明
し
、
そ
れ
に
は

当
時
の
権
力
者
や
有
力
な
能
役
者
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。

そ
し
て
宇
和
島
藩
本
・
近
衛
家
本
・
国
立
能
楽
堂
本
の
三
種
の
『
能
絵

鑑
』
を
比
較
し
、
描
か
れ
た
能
装
束
の
特
徴
の
違
い
か
ら
、
三
種
は
関

連
を
持
ち
な
が
ら
発
展
的
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
宇
和
島
藩
本
が

元
禄
期
頃
に
成
立
し
、
そ
れ
を
も
と
に
近
衛
家
本
が
徳
川
家
宣
時
代
に

作
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
を
も
と
に
国
立
能
楽
堂
本
が
作
成
さ
れ
た
こ
と

を
明
ら
か
に
す
る
。
元
禄
期
の
能
装
束
に
復
古
調
の
デ
ザ
イ
ン
が
見
ら

れ
る
こ
と
な
ど
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

藤
岡
道
子
「
絵
画
資
料
に
見
る
江
戸
初
期
の
狂
言
」
は
、
狂
言
の
絵

画
資
料
を
、
有
名
な
筆
者
の
狂
言
絵
画
、
都
市
景
観
図
の
画
中
に
描
か

れ
た
狂
言
、
狂
言
上
演
図（
筆
法
や
画
面
様
式
の
違
い
か
ら
さ
ら
に
三

群
に
分
け
る
）な
ど
に
分
類
し
て
具
体
例
を
紹
介
す
る
。
存
在
が
判
明

し
た
狂
言
古
図
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
曲
名
特
定
の
問
題
や
古

図
に
含
ま
れ
る
謎
な
ど
を
指
摘
す
る
。
講
演
内
容
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
紹

介
す
る
が
、
そ
の
後
の
自
身
の
論
考
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
や
修
正

し
た
点
も
注
記
さ
れ
て
い
る
。

同
誌
に
は
四
氏
の
講
演
後
に
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
小
林
健
二
が
他
の
三
氏
の
講
演
の
重
要
な
部
分

に
つ
い
て
確
認
・
質
問
を
し
た
後
、
会
場
か
ら
の
質
問
に
答
え
て
い
る
。

取
り
上
げ
ら
れ
た
絵
画
資
料
に
対
す
る
異
な
る
見
解
が
示
さ
れ
、
新
た

な
資
料
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
る
な
ど
、
絵
画
資
料
を
用
い
た
研
究
が
ま

だ
発
展
の
余
地
を
多
く
残
し
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
。

こ
の
能
楽
学
会
の
企
画
は
創
立
六
十
周
年
を
迎
え
る
法
政
大
学
能
楽

研
究
所
と
の
共
催
で
行
わ
れ
、
法
政
大
学
で
「
能
・
狂
言
を
描
く
」
と

い
う
展
示
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
展
示
で
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
生
か
し
て

ま
と
め
ら
れ
た
の
が
宮
本
圭
造
「
能
・
狂
言
と
絵
画
―
描
か
れ
た
能
・

狂
言
の
系
譜
―
」（『
能
楽
研
究
』
３５
。
３
月
）で
あ
る
。
こ
こ
で
は

能
・
狂
言
の
絵
画
を
６
種
に
分
け
て
説
明
す
る
。
芸
を
伝
え
る
た
め
の

絵
画
で
は
「
二
曲
三
体
人
形
図
」
や
『
八
帖
本
花
伝
書
』
な
ど
を
、
役

者
の
面
影
を
記
憶
す
る
絵
画
で
は
「
宮
増
弥
左
衛
門
画
像
」
な
ど
を
、

風
景
の
一
つ
と
し
て
演
能
を
描
く
絵
画
で
は
寺
社
参
詣
曼
荼
羅
や
洛
中

洛
外
図
を
取
り
上
げ
る
。
能
・
狂
言
の
舞
台
を
描
く
絵
画
で
は
三
種
の

「
能
絵
鑑
」
を
詳
細
に
比
較
す
る
。
能
の
興
行
を
記
録
す
る
絵
画
で
は

「
弘
化
勧
進
能
絵
巻
」
な
ど
、
能
の
物
語
を
描
く
絵
画
で
は
「
熊
野
絵

巻
」
や
「
謡
曲
画
誌
」
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
図
版
が
使

わ
れ
た
六
十
ペ
ー
ジ
を
超
え
る
詳
細
な
論
考
で
、
展
示
を
楽
し
む
よ
う
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に
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
能
・
狂
言
絵
画
研
究
の
現
状
を
把
握

す
る
に
も
最
適
な
も
の
で
あ
る
。

能
楽
学
会
で
講
演
を
お
こ
な
っ
た
藤
岡
道
子
は
、『
能
と
狂
言
』
の

ほ
か
に
も
論
考
を
発
表
し
た
。「
狂
言
の
絵
画
資
料
の
考
察
―
国
立
能

楽
堂
収
蔵
品
を
中
心
に
」（『
国
立
能
楽
堂
調
査
研
究
』
７
。
３
月
）で

は
、
冒
頭
で
自
身
の
狂
言
絵
画
資
料
研
究
の
道
程
を
示
し
た
後
、
前
半

で
は
国
立
能
楽
堂
所
蔵
の
狂
言
古
図
四
種
に
つ
い
て
、
他
の
狂
言
古
図

と
の
関
係
に
留
意
し
な
が
ら
検
討
を
行
う
。
特
に
『
狂
言
古
画
帖
』
に

つ
い
て
は
曲
名
に
誤
り
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
後
半
は
ロ
ン
ド
ン

大
学
図
書
館
所
蔵
の
狂
言
古
図
十
一
図
の
紹
介
で
、
各
図
を
詳
し
く
検

討
し
、
こ
れ
ら
が
『
狂
言
画
集
』
と
一
連
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。
ま
た
「
狂
言
古
図
の
曲
名
不
明
曲
の
考
察
」（『
京
都

聖
母
女
学
院
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
４２
。
３
月
）で
は
、
存
在
が
知
ら

れ
て
い
る
狂
言
古
図
を
紹
介
し
、
そ
の
う
ち
曲
名
不
明
と
さ
れ
る
絵
に

つ
い
て
考
察
を
行
う
。
別
種
の
狂
言
古
図
と
比
較
す
る
こ
と
で
曲
名
が

特
定
で
き
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
実
際
に
新
出
資
料
に
よ
っ
て
曲
名
が
特

定
で
き
た
も
の
を
具
体
的
に
紹
介
し
て
い
る
。
新
資
料
の
発
掘
に
よ
っ

て
今
後
さ
ら
に
研
究
が
進
展
す
る
可
能
性
を
窺
わ
せ
る
。

絵
画
資
料
研
究
に
は
こ
の
ほ
か
松
岡
ま
り
江
「
橘
守
国
画
『
謡
曲
画

誌
』
小
考
」（『
演
劇
映
像
学
２
０
１
２
』
３
月
）が
あ
る
。
享
保
十
七

年（
一
七
三
二
）刊
行
の
『
謡
曲
画
誌
』
の
守
国
画
の
特
徴
を
考
察
し
た

も
の
で
、
全
百
三
図
を
六
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
能
舞
台
そ
の
も
の

の
様
子
よ
り
も
物
語
世
界
や
名
所
絵
図
が
多
く
含
ま
れ
る
こ
と
を
指
摘

し
、
一
方
で
自
然
景
を
背
景
と
す
る
場
合
で
も
作
り
物
や
小
道
具
な
ど

は
巧
妙
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
守
国
画
は
舞
台
と
物
語
・
名
所

の
狭
間
の
世
界
を
描
く
と
す
る
点
が
興
味
深
い
。
能
や
謡
を
楽
し
む
階

層
の
好
奇
心
を
満
た
す
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ブ
ッ
ク
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

江
戸
末
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
活
躍
し
、
妖
怪
画
や
風
刺
画
と
と

も
に
能
・
狂
言
画
に
も
力
を
注
い
だ
絵
師
河
鍋
暁
斎
の
能
・
狂
言
画
展

が
、
平
成
二
十
五
年
四
月
か
ら
六
月
に
東
京
の
三
井
記
念
美
術
館
で
、

七
月
か
ら
九
月
に
石
川
の
金
沢
能
楽
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
図

録
『
河
鍋
暁
斎
の
能
・
狂
言
画
』（
河
鍋
暁
斎
記
念
美
術
館
・
三
井
記

念
美
術
館
・
金
沢
能
楽
美
術
館
発
行
。
４
月
）に
は
四
氏
に
よ
る
考
察

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
西
野
春
雄
「
河
鍋
暁
斎
の
能
画
・
狂
言
画
」
は
、

能
・
狂
言
の
絵
画
の
全
体
像
を
ま
ず
説
明
し
、
暁
斎
が
大
蔵
弥
大
夫
に

入
門
し
て
狂
言
の
修
業
を
積
ん
だ
こ
と
や
、
実
際
に
舞
台
で
狂
言
を
演

じ
た
こ
と
を
紹
介
す
る
。
そ
し
て
暁
斎
の
能
・
狂
言
画
は
観
察
力
や

デ
ッ
サ
ン
力
だ
け
で
な
く
能
楽
へ
の
深
い
造
詣
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る

と
説
く
。
河
鍋
楠
美
「
河
鍋
暁
斎
と
能
・
狂
言
」
は
、
暁
斎
の
生
涯
を

た
ど
り
な
が
ら
能
・
狂
言
と
の
関
わ
り
を
説
明
し
、『
暁
斎
絵
日
記
』

に
そ
の
様
子
が
詳
し
く
窺
え
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
暁
斎
の
娘
の
暁
翠

の
活
動
に
も
触
れ
て
い
る
。
山
内
麻
衣
子
「《
紋
画
帖
》に
貼
り
込
ま
れ

た
暁
斎
お
気
に
入
り
の
繍
箔
裂
」
は
、
暁
斎
が
着
物
の
文
様
な
ど
を
描

き
留
め
た
『
紋
画
帖
』
を
紹
介
し
、
そ
こ
に
貼
り
込
ま
れ
た
五
種
の
繍

箔
裂
を
分
析
、
暁
斎
の
こ
う
し
た
探
究
が
能
・
狂
言
画
に
も
生
か
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
樋
口
一
貴
「
暁
斎
の
能
画
・
狂
言
画
と
肖

像
表
現
」
は
暁
斎
の
下
絵
に
注
目
し
、
末
広
が
り
図
の
果
報
者
が
暁
斎
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の
肖
像
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
、
暁
斎
が
注
文
主
の
肖
像
を
絵
に
取
り
入

れ
て
い
る
可
能
性
を
考
察
し
て
い
る
。
な
お
、
樋
口
一
貴
は
「�
河
鍋

暁
斎
�
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
戦
略
―
特
別
展
「
河
鍋
暁
斎
の
能
・
狂
言

画
」」（『
Ｕ
Ｐ
』
４２
―
６
。
６
月
）で
『
暁
斎
画
談
』
な
ど
の
伝
記
に

よ
っ
て
暁
斎
の
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

河
鍋
暁
斎
記
念
美
術
館
発
行
の
『
暁
斎
』
１１０
号（
３
月
）に
も
、
前
年

十
一
月
開
催
の
河
鍋
暁
斎
研
究
発
表
会
の
成
果
を
中
心
に
、
暁
斎
と
能

楽
を
め
ぐ
る
考
察
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
東
あ
や
「
狂
言
師

高
安
甚

左
衛
門
」
は
『
暁
斎
絵
日
記
』
に
四
回
登
場
す
る
大
蔵
流
狂
言
師
の
高

安
甚
左
衛
門
に
つ
い
て
、
暁
斎
と
の
関
わ
り
や
狂
言
師
と
し
て
の
活
動

を
考
察
す
る
。
阿
部
理
代
「『
暁
斎
絵
日
記
』
に
見
る
暁
斎
と
能
・
狂

言
画
」
は
、『
暁
斎
絵
日
記
』
に
見
ら
れ
る
七
十
六
箇
所
の
能
・
狂
言

画
の
描
写
を
分
析
、
多
く
登
場
す
る
曲
が
注
文
の
多
い
画
題
だ
っ
た
こ

と
や
、
依
頼
人
の
顔
ぶ
れ
、
制
作
風
景
な
ど
を
考
察
す
る
。
加
美
山
史

子
「
暁
斎
と
能
狂
言
―
上
演
し
た
狂
言
を
中
心
に
―
」
は
、
暁
斎
が
狂

言
を
習
っ
た
大
蔵
弥
大
夫
虎
重
・
虎
清
父
子
と
の
関
わ
り
や
、
実
業
家

高
橋
義
雄
と
の
交
流
を
考
察
す
る
。
藤
田
昇
「『
暁
斎
絵
日
記
』
に
登

場
す
る
大
蔵
流
狂
言
師
「
山
本
東
次
郎
」
と
そ
の
肖
像
写
真
」
は
、

『
暁
斎
絵
日
記
』
に
二
度
登
場
す
る
山
本
東
次
郎
に
つ
い
て
検
討
を
加

え
、
こ
れ
が
初
世
東
次
郎
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
も
、
肖
像
画
と

違
っ
て
丁
髷
姿
で
は
な
い
こ
と
や
、
絵
が
ど
の
よ
う
な
状
況
を
表
す
の

か
、
東
次
郎
の
住
所
が
仲
御
徒
町
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
解
明
す

べ
き
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
河
鍋
楠
美

「
画
集
に
紹
介
さ
れ
た
暁
斎
の
未
発
見
能
・
狂
言
画
」
は
明
治
四
十
三

年
刊
『
暁
斎
画
集
』
や
四
十
四
年
刊
の
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
デ
ル
の
著

書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
未
発
見
の
能
・
狂
言
画
を
紹
介
す
る
。

近
世
の
能
楽
史
に
関
わ
る
資
料
を
紹
介
し
た
も
の
に
、
天
野
文
雄

「
近
世
初
期
能
楽
界
の
一
動
向
―
『
万
治
三
年
大
蔵
主
馬
能
伝
書
』
の

「
役
者
評
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
藝
能
史
研
究
』
２０３
。
１０
月
）が
あ
り
、

金
春
大
夫
家
別
家
の
大
蔵
庄
左
衛
門
家
二
世
大
蔵
主
馬
喜
教
自
筆
の
伝

書
を
紹
介
す
る
。
本
文
を
翻
刻
し
、
役
者
ご
と
に
評
を
整
理
し
た
上
で
、

『
四
座
役
者
目
録
』
の
記
事
な
ど
と
照
合
し
な
が
ら
役
者
評
に
考
証
を

加
え
て
い
る
。
役
者
評
に
登
場
す
る
役
者
は
二
十
五
名
で
、
五
座
の
大

夫
か
ら
大
名
家
お
抱
え
の
役
者
ま
で
、
江
戸
初
期
に
活
躍
し
た
多
彩
な

顔
ぶ
れ
が
揃
う
。
喜
教
の
役
者
評
に
は
客
観
的
と
は
言
え
な
い
も
の
も

含
ま
れ
る
が
、
他
資
料
に
は
見
ら
れ
な
い
評
や
実
態
を
よ
く
表
し
て
い

る
評
も
多
い
と
言
う
。
玄
人
・
素
人
の
違
い
や
座
の
違
い
を
超
え
た
師

事
関
係
が
窺
え
る
こ
と
も
当
時
の
能
楽
界
の
様
子
を
よ
く
反
映
し
て
い

る
。
ま
た
、
役
者
評
で
の
芸
風
に
つ
い
て
の
用
語
に
注
目
し
た
部
分
も

興
味
深
い
。

増
田
豪
「
能
楽
史
料
と
し
て
の
内
藤
家
文
書
」（『
明
治
大
学
博
物
館

研
究
報
告
』
１８
。
３
月
）は
、
磐
城
平
藩
か
ら
転
封
と
な
っ
て
延
岡
藩

の
藩
主
を
勤
め
た
内
藤
家
の
文
書
か
ら
、
能
楽
史
の
ど
の
よ
う
な
事
が

わ
か
る
か
を
三
つ
の
点
か
ら
論
じ
る
。
一
つ
は
猿
楽
配
当
米
制
度
に
つ

い
て
で
、
内
藤
家
文
書
の
奉
書
な
ど
か
ら
猿
楽
配
当
米
の
賦
課
率
を
調

査
し
、
大
名
の
領
地
の
所
在
場
所
に
応
じ
て
賦
課
率
が
決
め
ら
れ
て
い

た
と
指
摘
す
る
。
二
つ
目
は
延
岡
藩
内
藤
家
に
お
け
る
能
楽
に
つ
い
て

で
、
今
山
八
幡
宮
や
神
明
宮
で
の
神
事
能
を
家
臣
や
町
人
が
担
っ
て
い
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た
こ
と
な
ど
、
内
藤
家
文
書
の
能
番
組
の
分
析
を
通
し
て
地
方
に
お
け

る
能
楽
の
様
子
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
三
つ
め
は
明
治
期
の

能
楽
事
情
に
つ
い
て
で
、
内
藤
家
は
明
治
に
な
っ
て
も
能
楽
に
熱
心
で

あ
り
、
残
さ
れ
た
記
録
類
に
よ
っ
て
華
族
た
ち
の
能
楽
へ
の
取
り
組
み

の
様
子
が
わ
か
る
と
述
べ
る
。
明
治
大
学
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
内
藤

家
文
書
は
膨
大
な
量
で
あ
る
た
め
そ
の
調
査
は
容
易
で
は
な
い
が
、
地

道
な
調
査
に
よ
っ
て
江
戸
期
の
能
楽
の
様
子
が
さ
ら
に
明
確
に
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

月
刊
『
観
世
』
見
返
し
の
「
観
世
文
庫
の
文
書
」
で
は
、
裂
帖
装
小

型
中
本
「
恋
の
お
も
に
」（
高
橋
悠
介
）、
観
世
元
章
筆
『
二
曲
三
体

集
』（
中
尾
薫
）、『
福
王
甚
五
郎
出
勤
停
止
に
つ
き
言
上
状
』（
宮
本
圭

造
）、『
秘
事
之
舞
』（
横
山
太
郎
）、『
邯
鄲
抄
』（
伊
海
孝
充
）、『
生
田

敦
盛
佐
詞
短
様
』（
橋
場
夕
佳
）、『
七
夕
和
歌
他
』（
柳
瀬
千
穂
）、『
役

者
病
気
欠
勤
に
つ
き
書
付
』（
恵
阪
悟
）、『
作
り
花
御
達
に
つ
き
書
状

下
書
き
』（
深
澤
希
望
）、『
観
世
織
部
宛
藤
本
筑
後
守
書
状
』（
江
口
文

恵
）、『
行
幸
并
仙
洞
日
光
朝
鮮
人
御
馳
走
御
能
組
』（
井
上
愛
）、『
寛

永
三
年
二
条
城
能
組
』（
青
柳
有
利
子
）が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
観
世
元

章
関
係
の
資
料
が
多
く
、
江
戸
時
代
能
楽
史
を
探
る
上
で
貴
重
な
資
料

が
豊
富
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
様
子
が
よ
く
わ
か
る
。

高
橋
悠
介
「
観
世
大
夫
家
に
お
け
る
世
阿
自
筆
能
本
―
国
立
能
楽
堂

「
観
世
文
庫
」
展
を
通
し
て
」（『
平
成
二
十
三
―
二
十
四
年
度
国
立
能

楽
堂
企
画
展
示
観
世
文
庫
創
立
二
十
周
年
記
念
『
観
世
文
庫
展
』
報
告

書
』。
３
月
）は
、
国
立
能
楽
堂
で
展
示
さ
れ
た
観
世
文
庫
蔵
世
阿
弥
自

筆
能
本〈
布
留
・
難
波
梅
・
松
浦
・
阿
古
屋
松
〉の
四
曲
に
つ
い
て
考
察

を
加
え
る
。
服
部
周
雪（
十
二
世
観
世
大
夫
重
賢
の
引
退
後
の
名
）や
観

世
元
章
と
い
う
謡
本
改
正
に
取
り
組
ん
だ
人
物
が
世
阿
弥
自
筆
能
本
を

目
に
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、
元
章
の
明
和
改
正
謡
本
へ
の
詞
章
改

訂
に
は
世
阿
弥
自
筆
能
本
が
参
照
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
世
阿
弥
自
筆
能

本
享
受
の
様
子
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

喜
多
真
王
「
翻
刻
『
舞
曲
寿
福
抄
』
後
藤
得
三
本（
四
）」（『
国
立
能

楽
堂
調
査
研
究
』
７
。
３
月
）は
喜
多
七
大
夫
古
能
伝
書
翻
刻
の
四
回

目
。〈
隅
田
川
・
柏
崎
・
松
風
・
野
宮
・
紅
葉
狩
・
小
鍛
冶
・
葵
上
〉の

演
じ
方
に
関
す
る
事
柄
と
、
一
調
に
つ
い
て
の
詳
細
な
記
事
が
あ
る
。

小
書
の
演
じ
方
も
詳
し
く
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

初
代
梅
若
実
資
料
研
究
会
に
よ
る
資
料
紹
介
「
初
代
梅
若
実
筆
『
芸

事
上
数
々
其
他
秘
書
当
座
扣
并
ニ
略
見
出
シ
ノ
事
』
翻
刻（
三
）」（『
武

蔵
野
大
学
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
２４
。
３
月
）は
明
治
期
の
能
楽

の
様
子
を
探
る
好
資
料
。
能
楽
だ
け
で
な
く
様
々
な
事
柄
が
取
り
上
げ

ら
れ
る
が
、
能
楽
に
限
っ
て
も
上
演
に
関
す
る
事
だ
け
で
な
く
歴
史
や

能
楽
論
に
ま
で
話
が
及
び
、
梅
若
実
が
じ
つ
に
さ
ま
ざ
ま
な
書
物
や
資

料
に
目
を
通
し
て
い
た
様
子
が
わ
か
る
。

飯
塚
恵
理
人
「
梅
若
万
三
郎
家
所
蔵
初
世
梅
若
万
三
郎
師
の
「
姨

捨
」
関
連
資
料
」（『
橘
香
』
１０
月
）は
昭
和
十
一
年
二
月
と
十
月
に
初

世
梅
若
万
三
郎
が
演
じ
た〈
姨
捨
〉に
関
す
る
資
料（
雑
誌
や
新
聞
の
記

事
な
ど
）の
紹
介
。
高
く
評
価
さ
れ
た〈
姨
捨
〉上
演
の
様
子
を
伝
え
る

資
料
で
あ
る
。

遠
藤
貴
子
・
綿
抜
豊
昭
「
小
袖
雛
形
本
に
み
る
謡
曲
意
匠
―
「
か
き

つ
ば
た
」
模
様
を
中
心
に
―
」（『
図
書
館
情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
』
１１
―
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２
。
３
月
）は
、
江
戸
時
代
に
小
袖
の
模
様
を
収
録
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
誌
と
し
て
出
版
さ
れ
た
小
袖
雛
形
本
の
研
究
。
八
十
種
に
及
ぶ
謡
曲

意
匠
の
中
か
ら
「
か
き
つ
ば
た
」
模
様
に
注
目
し
、
八
橋
が
多
く
描
か

れ
る
背
景
に
謡
曲
詞
章
の
影
響
あ
る
と
し
て
、
謡
の
流
行
と
小
袖
模
様

と
の
関
わ
り
を
指
摘
し
て
い
る
。

『
大
東
急
記
念
文
庫
善
本
叢
刊
中
古
中
世
編
第
１１
巻
・
諸
芸
Ⅱ
』（
島

津
忠
夫
責
任
編
集
。
汲
古
書
院
。
１０
月
）に
は
、
狂
言
風
流
十
八
番
の

詞
章
を
記
し
た
『
風
流
十
八
番
抜
書
』
の
影
印
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
万
治
三
年（
一
六
六
〇
）に
大
蔵
虎
明
が
書
写
し
た
も
の
で
、

〈
松
竹
・
火
打
袋
・
父
之
丞
・
延
命
地
蔵
・
八
幡
・
春
日
・
弁
才
天
・

桑
・
犀
之
神
・
如
意
宝
珠
・
岡
之
松
・
鶴
亀
・
西
王
母
・
碁
将
棋
双

六
・
毘
沙
門
・
枇
杷
橘
・
大
黒
・
費
長
房
〉が
記
さ
れ
て
い
る
。
川
島

朋
子
に
よ
る
解
題
で
は
、
同
じ
く
虎
明
筆
の
『
風
流
之
本
』『
真
伝
集
』

と
の
比
較
検
討
に
よ
る
先
後
関
係
の
考
察
が
行
わ
れ
て
い
る
。（
表
）

【
能
楽
論
研
究
】

平
成
二
十
五
年
は
、
世
阿
弥
生
誕
六
百
五
十
年
と
し
て
、
世
阿
弥
伝

書
を
め
ぐ
る
特
集
で
書
か
れ
た
論
文
が
い
く
つ
か
あ
る
。『
銕
仙
』
の

特
集
で
は
、
研
究
の
姿
勢
や
方
法
に
つ
い
て
も
提
言
が
な
さ
れ
て
い
る

の
で
、
そ
う
し
た
提
言
か
ら
取
り
上
げ
た
い
。
ま
ず
、
重
田
み
ち
「
世

阿
弥
を
総
合
的
に
捉
え
る
」（『
銕
仙
』
６２３
。
３
月
）は
、
世
阿
弥
を
総

合
的
に
捉
え
る
に
あ
た
っ
て
は
そ
の
教
養
や
思
想
面
に
焦
点
を
当
て
、

欧
州
の
方
法
論
や
中
国
古
典
の
教
養
も
ふ
ま
え
て
考
え
る
こ
と
が
必
要

で
、
語
学
も
含
め
た
知
識
の
習
得
が
大
切
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
岩

崎
雅
彦
「
世
阿
弥
能
楽
論
語
彙
の
考
証
に
つ
い
て
」（『
銕
仙
』
６２４
。
４

月
）は
、『
花
伝
』
第
七
別
紙
口
伝
の
「
住
す
る
所
な
き
」
等
の
記
事
に

関
わ
る
『
金
剛
経
』
の
「
応
無
所
住
而
生
其
心
」
に
つ
い
て
『
続
拾
遺

集
』
の
藤
原
光
俊
の
和
歌
の
詞
書
に
も
同
句
が
み
え
る
こ
と
や
、
第
二

物
学
条
々
の
「
国
王
・
大
臣
」
と
「
田
夫
・
野
人
」
が
対
に
な
っ
た
記

事
に
関
し
て
夢
窓
疎
石
の
『
夢
中
問
答
集
』
に
類
例
が
み
え
る
こ
と
な

ど
、
自
身
の
旧
稿
に
補
足
を
加
え
つ
つ
、
世
阿
弥
だ
け
を
見
る
の
で
は

な
く
、
な
る
べ
く
色
々
な
分
野
か
ら
用
例
を
集
め
比
較
検
討
す
る
こ
と

で
立
体
的
な
見
方
が
で
き
る
と
す
る
。
い
ず
れ
も
傾
聴
す
べ
き
意
見
で

あ
ろ
う
。

世
阿
弥
能
楽
論
関
係
で
は
、『
花
伝
』
と
『
申
楽
談
儀
』
に
関
す
る

論
が
複
数
出
て
い
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
以
下
二
本
。
重
田
み
ち

「『
風
姿
花
伝
』
奥
義
篇
書
き
替
え
の
経
緯
再
考
―
田
楽
本
座
の
役
者
一

忠
の
記
述
及
び
能
の
名
望
論
に
つ
い
て
」（『
芸
能
史
研
究
』
２０３
。
１０

月
）は
、
奥
義
篇
の
改
訂
過
程
に
つ
い
て
の
考
察
。
奥
義
篇
で
一
忠
に

つ
い
て
「
こ
と
に
�
�
物
数
を
尽
く
し
け
る
中
に
も
、
鬼
神
の
物
ま
ね
、

怒
れ
る
よ
そ
ほ
ひ
」
と
ふ
れ
る
の
は
、
幽
玄
を
基
本
と
し
て
い
た
は
ず

の
芸
風
を
考
え
る
と
不
自
然
だ
が
、
こ
の
記
事
に
は
足
利
義
持
の
増
阿

弥
後
援
の
状
況
下
で
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
奥
義
篇
後
半
の
衆
人
愛
敬

論
と
も
通
じ
る
面
が
あ
り
、
本
来
は
一
忠
の
幽
玄
の
芸
に
つ
い
て
の
記

事
だ
っ
た
の
が
、
後
か
ら
書
き
替
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す

る
。
ま
た
、「
又
云
、
こ
と
ご
と
く
物
数
を
極
め
ず
と
も
」
以
下
「
…

風
姿
花
伝
を
作
す
る
也
」
ま
で
の
名
望
論
は
、
問
答
篇
第
四
条
前
半
と

部
分
的
共
通
性
を
持
ち
つ
つ
も
大
差
が
あ
り
、
こ
れ
も
義
持
の
増
阿
弥
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へ
の
傾
倒
を
契
機
に
、「
遠
国
・
田
舎
」
へ
の
目
配
り
を
大
切
に
す
る

た
め
、
当
初
の
奥
義
篇
に
増
補
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
と
論
じ
る
。
そ
し

て
、
奥
義
篇
の
記
事
と
問
答
篇
第
四
条
後
半
部
と
を
比
較
検
討
し
、
問

答
篇
第
四
条
後
半
部
は
応
永
廿
年
代
の
比
較
的
早
い
時
期
に
書
き
足
さ

れ
、
奥
義
篇
の
能
の
名
望
論
の
う
ち
、
前
段
は
応
永
二
十
五
年
六
月
よ

り
も
前
に
、
後
段
は
奥
義
篇
完
成
期
の
応
永
二
十
六
・
七
年
に
書
き
足

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
段
階
的
な
増
補
を
推
測
す
る
。

天
野
文
雄
「『
花
伝
』
第
六
花
修
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」（『
國
學
院
雑

誌
』
１１４
―

１１
）は
、
第
六
花
修
が
能
作
論
と
い
う
よ
り
は
一
座
の
棟
梁
の

心
得
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
竹
本
幹
夫
の
指
摘
を
具
体
的
な
本

文
に
即
し
て
検
証
し
補
強
し
た
上
で
、
直
接
的
に
は
四
郎
へ
の
相
伝
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
究
極
的
に
は
四
郎
を
通
し
て
三
郎
元
重
に
将
来
の

棟
梁
と
し
て
の
心
得
を
伝
え
る
の
が
執
筆
目
的
で
あ
っ
た
と
し
、
執
筆

時
期
の
推
定
に
も
四
郎
だ
け
で
な
く
三
郎
元
重
の
年
齢
を
目
安
に
考
慮

す
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
る
。
ま
た
、「
花
修
」
の
篇
名
は
「
一
座
の
棟

梁
」
と
し
て
「
能
を
知
る
」「
花
の
種
を
知
る
」
の
意
が
籠
め
ら
れ
て

い
る
と
す
る
。

『
申
楽
談
儀
』
関
係
で
は
、
能
楽
学
会
の
『
能
と
狂
言
』
１１
（
５
月
）

が
「【
テ
ー
マ
研
究
】
世
子
六
十
以
後
申
楽
談
儀
」
と
し
て
以
下
三
本

の
論
文
を
収
め
る
。
落
合
博
志
「『
申
楽
談
儀
』
用
語
考
二
題
―
「
う

る
わ
し
き
為
手
」「
前
後
し
前
後
し
書
く
」」
は
、『
申
楽
談
儀
』
冒
頭

の
「
舞
歌
二
曲
を
な
さ
ゞ
ら
ん
者
を
ば
、
う
る
わ
し
き
為
手
と
は
、
い

か
ゞ
申
べ
き
」
の
「
う
る
わ
し
き
為
手
」
は
、
立
派
な
役
者
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
根
本
の
点
で
必
要
条
件
を
備
え
て
い
る
正
統
的
な
能
役

者
を
意
味
す
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
第
十
五
条
の
「
前
後
�
�
す
」

「
前
後
し
�
�
書
く
」
は
、
話
の
順
序
を
入
れ
替
え
る
こ
と
で
は
な
く
、

記
述
を
省
略
す
る
意
と
解
し
、
世
阿
弥
の〈
当
麻
〉ク
セ
も
二
段
グ
セ
を

カ
ッ
ト
し
た
訳
で
は
な
く
当
初
か
ら
当
麻
曼
荼
羅
縁
起
を
省
略
し
て
作

詞
し
て
い
る
と
推
測
す
る
。

三
宅
晶
子
「『
申
楽
談
儀
』
世
阿
弥
が
語
っ
た
こ
と
、
語
ら
な
か
っ

た
こ
と
」
は
、
世
阿
弥
伝
書
の
う
ち
元
雅
相
伝
本
と
元
能
相
伝
本
の
内

容
上
の
相
違
点
を
ふ
ま
え
な
が
ら
『
申
楽
談
儀
』
全
体
の
傾
向
を
分
析

し
、
世
阿
弥
は
元
能
に
は
舞
に
つ
い
て
発
展
的
に
応
用
で
き
る
よ
う
な

重
要
な
事
を
伝
え
て
い
な
い
こ
と
、
同
書
に
は
「
能
を
知
る
」
と
い
う

よ
う
な
抽
象
的
言
説
が
見
当
た
ら
ず
、
個
別
的
具
体
的
な
演
技
指
導
に

終
始
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
謡
い
手
の
統
率

者
・
指
導
者
、
ま
た
能
作
に
お
け
る
幽
玄
的
歌
舞
能
の
継
承
者
、
上
演

に
際
し
て
臨
機
応
変
に
対
処
し
て
興
行
を
成
功
裏
に
導
く
た
め
の
裏
方

的
存
在
と
い
う
面
を
、
世
阿
弥
が
元
能
に
期
待
し
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
、
と
分
析
す
る
。

西
村
聡
「『
申
楽
談
儀
』
を
語
る
こ
と
と
書
く
こ
と
」
は
、
か
つ
て

伊
藤
正
義
が
同
書
を
「
元
能
編
の
単
な
る
世
阿
弥
言
行
録
で
は
な
く
、

ま
さ
し
く
元
能
の
編
著
書
と
言
う
べ
き
で
あ
る
」
と
し
た
の
に
対
し
、

記
述
自
体
に
世
阿
弥
の
意
思
が
う
か
が
え
る
箇
所
を
具
体
的
に
検
討
し

つ
つ
、
元
能
の
編
集
の
主
体
性
を
大
き
く
見
過
ぎ
な
い
よ
う
警
鐘
を
鳴

ら
す
。
例
え
ば
、
同
書
序
に
お
け
る
『
三
道
』『
花
伝
』
の
引
用
は
世

阿
弥
に
よ
る
要
約
的
言
及
を
元
能
が
書
き
留
め
た
も
の
と
見
る
他
、
同

書
に
「
聞
書
に
及
ば
ず
」「
書
き
置
く
」「
書
き
載
せ
ず
」
な
ど
と
あ
る
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場
合
に
元
能
の
編
集
意
思
だ
け
で
な
く
世
阿
弥
の
意
思
が
働
い
た
と
も

見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
論
じ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
三
宅
晶
子
「
住
す
る
と
こ
ろ
な
き
世
阿
弥
」（『
銕
仙
』

６２７
。
７
月
）も
、
世
阿
弥
に
は
能
の
形
式
を
整
備
し
た
面
だ
け
で
な
く
、

時
代
に
応
じ
て
変
化
し
続
け
る
自
由
度
の
余
地
を
残
し
た
作
品
を
是
と

す
る
傾
向
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、『
申
楽
談
儀
』
に
み
え
る〈
石
河

の
女
郎
の
能
〉の
演
出
や〈
卒
都
婆
小
町
〉の
改
作
記
事
な
ど
か
ら
論
じ

て
い
る
。

ま
た
、『
お
も
て
』
連
載
「
能
苑
逍
遙
」
の
天
野
論
文
二
本
も
『
申

楽
談
儀
』
の
記
事
を
問
題
に
す
る
。
天
野
文
雄
「『
申
楽
談
儀
』
の
な

か
の
義
満
、
そ
し
て
世
阿
弥
」（『
お
も
て
』
１１６
）は
、『
申
楽
談
儀
』
第

十
四
条
に
み
え
る〈
卒
都
婆
小
町
〉の
玉
津
島
明
神
の
御
先
の
烏
の
記
事

で
「
こ
れ
を
よ
く
せ
し
と
て
日
吉
の
烏
大
夫
と
言
は
れ
し
な
り
」
と
あ

る
「
言
は
れ
し
」
を
受
身
で
は
な
く
尊
敬
と
解
釈
し
、
秀
句
好
き
で

あ
っ
た
義
満
に
よ
る
命
名
を
示
す
と
い
う
説
を
提
示
す
る
。
ま
た
、
第

八
条
で〈
東
国
下
〉〈
由
良
湊
〉〈
山
姥
〉〈
百
万
〉の
曲
舞
に
つ
い
て
「
名
誉

の
所
」「
名
誉
の
曲
舞
」
と
い
い
、
第
二
十
二
条
の
「
恋
の
重
荷
の
面

と
て
名
誉
せ
し
笑
尉
」
と
み
え
る
「
名
誉
」
も
、
世
間
の
評
判
と
い
う

よ
り
義
満
の
称
賛
を
指
し
て
い
る
と
解
釈
す
る
。
同
「
世
阿
弥
の
「
ひ

れ
」
と
「
そ
ば
」、
そ
し
て
「
直
ぐ
な
る
能
」」（『
お
も
て
』
１１８
）は
、

「
直
ぐ
な
る
能
」
と
「
ひ
れ
が
あ
る
」
あ
る
い
は
「
そ
ば
へ
行
き
た
る

と
こ
ろ
あ
る
」
能
が
対
比
さ
れ
て
い
る
第
十
四
条
の
意
味
を
考
え
、
能

勢
朝
次
の
解
釈
に
は
、
作
品
の
「
作
意
」
あ
る
い
は
「
主
題
」
と
い
う

観
点
が
抜
け
て
い
る
と
批
判
す
る
。〈
高
砂
・
放
生
川
・
実
盛
・
山
姥
〉

の
各
曲
へ
の
世
阿
弥
の
言
及
を
検
討
す
る
中
で
、「
ひ
れ
」
や
「
そ
ば
」

は
、
そ
の
曲
の
「
趣
向
」
が
一
曲
の
作
意
や
主
題
に
照
ら
し
て
過
剰
で

あ
る
場
合
に
用
い
て
い
る
が
、
世
阿
弥
自
身
は
そ
れ
を
必
ず
し
も
否
定

的
に
と
ら
え
て
い
る
訳
で
は
な
い
と
す
る
。

世
阿
弥
能
楽
論
以
外
で
は
特
に
取
り
上
げ
る
べ
き
論
が
管
見
に
入
ら

な
か
っ
た
が
、
こ
の
他
、
禅
竹
宛
の
世
阿
弥
書
状
を
世
阿
弥
能
楽
論
と

の
関
わ
り
か
ら
精
読
し
た
天
野
文
雄
「
五
月
十
四
日
付
世
阿
弥
自
筆
書

状
の
「
時
」
―
自
筆
書
状
か
ら
窺
え
る
禅
竹
の
芸
位
を
め
ぐ
っ
て
」

（『
国
語
と
国
文
学
』
９０
―

３
。
３
月
）が
あ
る
。
同
論
文
で
は
、『
世
阿

弥

禅
竹
』
が
包
紙
上
書
で
「
き
や
よ
り
申
さ
せ
給
へ
」
と
し
て
い
る

「
き
や
」
は
「
き
や
う
」（
京
）で
あ
ろ
う
と
し
、「
い
か
さ
ま
�
�
疑
ひ

な
く
」
と
お
こ
し
て
い
る
「
�
�
」
は
字
形
通
り
「
之
」
と
読
む
べ
き

と
提
言
し
た
上
で
、
世
阿
弥
は
禅
竹
の
力
量
に
は
す
で
に
「
印
可
」
を

与
え
て
お
り
、
同
書
状
で
は
そ
の
上
の
芸
位
で
あ
る
「
得
法
」
へ
の
到

達
が
問
題
と
さ
れ
て
お
り
、『
九
位
』
の
上
三
花
・
閑
花
風
の
説
明
の

中
に
「
得
法
」
の
語
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、「
得
法
」
は
九
位
で
い
え

ば
閑
花
風
の
芸
位
に
相
当
す
る
と
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
書
状
は

こ
れ
ま
で
永
享
初
年
頃
に
二
十
代
半
ば
の
禅
竹
に
出
さ
れ
た
と
推
定
さ

れ
て
き
た
が
、
禅
竹
を
「
い
ま
だ
向
上
の
大
祖
と
は
見
え
ず
」
と
し
晩

年
の
元
雅
の
得
法
に
言
及
す
る
永
享
五
年
三
月
の
『
却
来
華
』
よ
り
も

後
の
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
、『
風
姿
花
伝
』
第
一
年
来
稽
古
条
々
を

ふ
ま
え
る
と
、
禅
竹
が
三
十
四
・
五
歳
の
永
享
八
・
九
年
頃
で
は
な
い

か
と
推
測
す
る
。
同
書
状
に
み
え
る
「
得
法
以
後
の
参
学
」
は
「
聖
体

長
養
」「
頓
悟
漸
修
」
と
い
う
禅
思
想
の
系
譜
を
引
く
言
葉
で
あ
る
と
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い
う
指
摘
な
ど
も
示
唆
に
富
む
。（
高
橋
）

【
能
楽
史
研
究
】

能
楽
史
研
究
は
江
戸
時
代
を
境
に
、
古
い
時
代
を
伊
海
、
新
し
い
時

代
を
宮
本
が
担
当
す
る
。

能
楽
史
研
究
も
世
阿
弥
生
誕
六
百
五
十
年
記
念
に
関
連
し
た
論
考
が

多
か
っ
た
。『
観
世
』
で
は
特
別
企
画
「
観
阿
弥
生
誕
六
百
八
十
年

世
阿
弥
生
誕
六
百
五
十
年
」
と
し
て
、
一
年
間
論
文
・
エ
ッ
セ
ー
・
対

談
な
ど
が
並
ん
だ
。
能
楽
史
関
係
は
一
本
の
み
で
、
世
阿
弥
少
年
期
の

境
遇
と
政
治
的
背
景
を
考
察
し
た
小
川
剛
生
「
世
阿
弥
の
少
年
期
」
が

あ
っ
た（
上
下
二
回
）。
上
の
「「
不
知
記
」（
崇
光
院
宸
記
）を
読
み
直

す
」（
８０
―

４
。
４
月
）は
『
不
知
記
』
永
和
四
年（
一
三
七
八
）四
月
二

十
五
日
条
の
世
阿
弥
の
句
「
松
が
枝
の
ふ
ち
の
若
葉
に
ち
と
せ
ま
で
か

か
れ
と
て
こ
そ
名
づ
け
そ
め
し
か
」
を
再
検
討
し
、
そ
の
時
の
彼
の
境

遇
に
新
解
釈
を
示
し
た
論
で
あ
る
が
、
特
に
以
下
の
二
つ
の
点
が
新
し

い
。
一
つ
は
鎌
倉
期
以
降
の
和
歌
の
「
藤
」
と
「
松
」
の
関
係
と
、

「
藤＝

藤
若
」「
松＝

良
基
」
と
い
う
構
図
を
踏
ま
え
、
句
の
意
味
を
世

阿
弥
の
美
し
さ
の
評
判
は
良
基
の
威
光
の
お
陰
だ
と
い
う
解
釈
を
示
し

て
い
る
点
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
こ
の
後
に
載
る
崇
光
上
皇
の
意
見

は
世
阿
弥
の
脇
句
に
対
し
て
の
も
の
で
、
上
皇
は
十
六
歳
に
な
っ
た
世

阿
弥
が
自
身
を
「
雀
子
」
の
よ
う
な
微
弱
な
も
の
の
譬
え
で
あ
る
「
藤

の
若
葉
」
と
詠
ん
だ
こ
と
は
直
截
す
ぎ
だ
と
評
し
た
、
と
解
釈
し
た
点

で
あ
る
。
こ
う
読
み
直
す
こ
と
で
、
十
六
歳
の
世
阿
弥
は
少
年
期
の
す

で
に
花
は
散
り
、
一
役
者
と
し
て
の
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
た
こ

と
に
な
る
と
い
う
指
摘
は
、
大
変
刺
激
的
で
あ
っ
た
。
下
の
「
醍
醐
寺

と
新
熊
野
社
」（
８０
―

５
。
５
月
）は
観
阿
弥
・
世
阿
弥
父
子
の
京
都
進

出
時
の
政
治
的
背
景
を
分
析
し
た
論
。
足
利
家
と
深
い
縁
が
あ
っ
た
醍

醐
寺
三
宝
院
の
賢
俊
・
光
済
と
、
彼
ら
の
影
響
を
受
け
、
義
満
か
ら
も

信
任
を
得
て
い
た
新
熊
野
社
の
宋
縁
と
南
都
と
の
太
い
パ
イ
プ
が
、
観

阿
弥
・
世
阿
弥
父
子
の
京
都
進
出
を
導
き
、
観
世
座
の
京
都
で
の
活
動

に
影
響
を
与
え
て
い
た
と
分
析
す
る
。
義
満
が
臨
席
し
た
新
熊
野
社
の

興
行
だ
け
で
な
く
、
京
都
で
の
種
々
の
興
行
の
背
景
を
読
み
解
い
た
指

摘
は
示
唆
に
富
む
。

『
銕
仙
』
も
「
世
阿
弥
生
誕
六
五
〇
年
記
念
企
画
」
と
し
て
、
一
年

間
世
阿
弥
関
連
の
論
考
が
並
ん
だ
。
能
楽
史
関
係
は
次
の
二
本
。
宮
本

圭
造
「「
伊
賀
観
世
系
譜
」
の
虚
実
」（
６２８
。
９
月
）は
上
島
家
蔵
「
伊

賀
観
世
系
譜
」
の
偽
説
の
源
を
二
つ
の
視
点
か
ら
探
る
論
。
一
つ
は

『
申
楽
談
儀
』
の
「
伊
賀
小
波
多
に
て
、
座
を
建
て
初
め
ら
れ
し
時
…
」

な
ど
の
記
事
を
読
み
直
し
、
通
説
と
異
な
り
観
阿
弥
が
伊
賀
で
座
を
創

設
し
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
世
阿
弥
が
伊
賀
服
部
氏
の
後

継
で
あ
る
こ
と
を
強
く
意
識
し
て
い
た
と
す
る
。
も
う
一
つ
は
徳
川
秀

忠
の
祖
父
に
あ
た
る
簑
笠
之
助
の
家
系
譜
類
を
も
と
に
、
こ
の
家
が
山

田
の
美
濃
大
夫
の
系
譜
を
引
く
大
和
猿
楽
の
末
裔
で
あ
る
と
推
測
す
る
。

「
座
を
建
て
初
め
ら
れ
し
時
」
の
解
釈
は
も
っ
と
も
素
直
な
読
み
方
だ

と
思
わ
れ
、
首
肯
せ
ら
れ
る
説
だ
ろ
う
。

松
岡
心
平
「
世
阿
弥
と
満
済
」（
６３０
。
１１
月
）は
醍
醐
寺
の
僧
満
済
と

猿
楽
の
関
係
を
読
み
解
く
論
。
満
済
は
芸
能
に
そ
れ
ほ
ど
関
心
を
持
っ

て
い
な
か
っ
た
が
、
芸
能
と
深
い
関
係
の
あ
る
三
宝
院
の
門
跡
で
あ
っ
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た
た
め
、
自
ず
と
芸
能
興
行
に
関
わ
る
こ
と
な
る
。
特
に
応
永
六
年
の

醍
醐
寺
で
の
世
阿
弥
の
興
行
を
『
迎
陽
記
』
の
記
事
か
ら
注
目
し
、
足

利
義
満
が
後
援
し
た
一
条
竹
鼻
の
勧
進
猿
楽
の
予
行
練
習
で
あ
っ
た
可

能
性
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
足
利
義
教
が
後
援
し
た
元
重
に
よ
る
金
剛

輪
院
の
興
行
と
糺
河
原
の
勧
進
猿
楽
が
先
述
の
世
阿
弥
の
興
行
と
重
ね

ら
れ
て
い
た
こ
と
を
読
み
解
き
、
よ
り
世
阿
弥
に
好
意
的
で
あ
っ
た
満

済
の
立
場
を
浮
き
上
が
ら
せ
る
。
一
条
竹
鼻
の
勧
進
猿
楽
に
つ
い
て
は
、

前
掲
小
川
稿
や
同
誌
掲
載
の
天
野
文
雄
「「
世
阿
弥
」
は
ど
れ
だ
け
わ

れ
わ
れ
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
」（
６２１
。
１
月
）に
も
言
及
が
あ
り
、

今
後
京
都
に
お
け
る
世
阿
弥
の
活
動
を
考
え
る
上
で
の
重
要
な
場
と
な

る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
天
野
稿
は
世
阿
弥
の
伝
記
研
究
の
論
点
の
整

理
か
ら
現
在
の
能
楽
研
究
の
問
題
点
を
整
理
し
た
内
容
。
ま
た
、
同
じ

く
能
楽
史
研
究
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
現
在
、
能
楽
学
会
の
行
事

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
世
阿
弥
忌
の
成
り
立
ち
を
補
厳
寺
蔵
『
納
帳
』

発
見
か
ら
紐
解
く
表
き
よ
し
「
世
阿
弥
忌
と
補
厳
寺
」（
６２９
。
１０
月
）も

能
学
史
研
究
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
て
お
き
た
い
。

世
阿
弥
研
究
で
は
な
い
が
、
彼
の
理
論
の
継
承
者
と
し
て
の
金
春
禅

竹
の
思
想
や
作
品
を
、
禅
宗
と
三
教
一
致
思
想
が
流
行
す
る
文
化
圏
と

の
関
係
か
ら
読
み
解
こ
う
と
す
る
原
田
香
織
「
金
春
禅
竹
に
み
る
中

世
」（『
國
學
院
雑
誌
』
１１４
―

１１
。
１１
月
）に
つ
い
て
も
こ
こ
で
言
及
し
て

お
く
。
歴
史
・
作
品
・
伝
書
研
究
を
横
断
し
な
が
ら
、
禅
竹
の
思
想
に

お
け
る
六
輪
一
露
系
伝
書
の
重
要
性
を
説
く
論
考
で
あ
る
。

そ
れ
以
外
の
論
考
は
古
い
時
代
か
ら
順
に
取
り
あ
げ
る
。

柳
川
響
「
平
安
時
代
の
猿
楽
に
関
す
る
一
考
察
」（
映
像
演
劇
学

２
０
１
２
。
３
月
）は
主
に
『
小
右
記
』『
中
右
記
』
な
ど
か
ら
、
相
撲

節
会
に
際
し
て
行
な
わ
れ
た
散
楽
、
貴
族
の
遊
宴
・
殿
上
淵
酔
な
ど
に

際
し
て
行
な
わ
れ
た
散
楽
、
呪
師
芸
の
記
事
を
博
捜
し
、
紹
介
し
た
論

考
。
氏
は
歴
史
史
料
か
ら
更
な
る
猿
楽
関
連
記
事
の
発
掘
を
期
し
て
い

る
が
、
近
年
は
史
料
編
纂
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
群
書
類
従
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
用
例
収
集
は
比
較
的
容
易
に
な
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
収
集
し
た
用
例
を
的
確
に
分
析
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
だ
ろ
う
。
本
論
は
記
事
の
紹
介
に
比
重
が
あ
っ
た
の
で
、
次
稿
は
詳

細
な
分
析
を
望
み
た
い
。

青
柳
有
利
子
・
内
田
英
亮
・
木
村
信
太
郎
・
能
勢
和
子
・
深
澤
希

望
・
三
浦
玲
・
宮
本
圭
造
「
み
ち
の
く
の
能
・
狂
言
」（
国
立
能
楽
堂

調
査
研
究
７
。
３
月
）は
二
〇
一
二
年
十
二
月
か
ら
翌
年
一
月
ま
で
国

立
能
楽
堂
展
示
室
で
行
わ
れ
た
同
名
展
示
展
の
資
料
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に

概
説
な
ど
を
加
え
た
稿
。
み
ち
の
く
を
舞
台
と
す
る
能
、
み
ち
の
く
と

狂
言
、
み
ち
の
く
の
演
能
史
、
仙
台
藩
と
能
楽
、
み
ち
の
く
で
作
ら
れ

た
能
の
伝
書
・
作
品
、
近
代
の
み
ち
の
く
と
能
・
狂
言
の
６
つ
の
パ
ー

ト
に
分
け
、『
天
正
狂
言
本
』
や
上
杉
家
・
伊
達
家
旧
蔵
資
料
を
紹
介

す
る
。

五
島
邦
治
「
小
川
の
筆
屋
木
内
弥
二
郞
と
猿
楽
―
十
六
世
紀
京
都
市

民
の
芸
能
事
情
」
は
手
猿
楽
師
と
し
て
知
ら
れ
る
木
内
弥
二
郞
を
「
京

都
市
民
」
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
京
都
に
お
け
る
猿
楽
の
あ

り
方
を
再
考
し
よ
う
と
す
る
論
。
有
力
京
都
市
民
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
木
内
弥
二
郞
は
、
手
猿
楽
師
と
し
て
で
は
な
く
、
山
科
言
継
と
文

化
的
環
境
を
同
じ
く
す
る
公
家
と
市
民
と
い
う
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
、
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言
継
周
辺
に
は
多
く
の
手
猿
楽
師
が
お
り
、
木
内
が
際
立
っ
た
舞
手
・

謡
手
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
木
内
が
大
商
人
で
あ
っ
た
と
同
時
に
親
の

代
か
ら
手
猿
楽
の
名
手
と
し
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、

木
内
の
よ
う
な
「
猿
楽
の
同
好
の
志
」
が
京
都
市
民
の
中
に
は
数
多
く

お
り
、
座
な
ど
を
形
成
す
る
の
で
は
な
く
、
流
動
的
に
活
動
し
て
い
た

と
推
測
す
る
。
有
力
市
民
の
中
の
手
猿
楽
師
が
財
力
を
活
か
し
な
が
ら
、

や
が
て
出
版
事
業
な
ど
に
も
乗
り
出
す
と
い
う
見
取
り
図
は
大
変
興
味

深
か
っ
た
が
、
手
猿
楽
の
内
裏
の
大
規
模
な
演
能
活
動
と
私
宅
の
座
敷

な
ど
の
小
規
模
な
活
動
を
「
ギ
ャ
ッ
プ
」
と
把
握
す
る
こ
と
に
は
疑
問

を
覚
え
た
。
こ
う
し
た
二
つ
の
活
動
を
行
な
う
こ
と
は
玄
人
も
同
じ
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

宮
本
圭
造
「
謡
講
釈
の
世
界
―
近
世
謡
曲
享
受
の
一
側
面
―
」（『
浸

透
す
る
教
養
』。
１１
月
）は
講
釈
の
場
で
の
謡
享
受
の
歴
史
を
辿
る
論
。

天
台
僧
・
恵
空
『
法
音
抄
』、
小
栗
了
雲
『
小
栗
先
生
謡
註
解
』
の
よ

う
に
難
解
な
仏
教
語
の
注
釈
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
始
ま
る
謡
講
釈

は
、
斎
藤
唱
水
の
よ
う
な
プ
ロ
と
も
言
え
る
講
釈
師
や
神
道
家
の
増
穂

残
口
な
ど
の
活
動
を
経
て
、
石
門
心
学
者
に
も
広
が
る
。
彼
ら
は
厳
密

な
注
釈
で
は
な
く
、
牽
強
付
会
と
も
い
え
る
市
井
の
人
に
も
わ
か
り
や

す
い
講
話
を
用
い
る
特
色
が
あ
り
、
そ
の
講
釈
は
後
代
の
注
釈
な
ど
に

引
き
継
が
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
謡
文
化
の
裾
野
を
広
げ
る
役
割
を

果
た
し
た
と
分
析
す
る
。
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
研
究
の
な
か
っ
た
分
野

か
ら
、
謡
文
化
の
広
が
り
を
考
え
る
上
で
の
興
味
深
い
視
点
が
提
示
さ

れ
て
い
る
。

吉
村
旭
輝
「
近
世
田
楽
法
師
の
世
襲
と
退
転
」（
藝
能
史
研
究
２０３
。

１０
月
）は
近
世
に
活
動
し
た
田
楽
の
家
の
京
都
泉
原
氏
と
紀
州
坂
本
氏

の
退
転
時
期
を
中
心
と
し
た
考
察
。
泉
原
氏
は
「
東
照
宮
様
弐
百
回
御

忌
御
祭
礼
日
記
」
の
記
事
を
も
と
に
、
文
化
十
年
に
は
ま
だ
活
動
し
て

い
た
と
推
測
し
、
元
治
二
年
ま
で
の
間
に
退
転
し
た
と
考
え
る
。
坂
本

氏
は
紀
州
に
移
住
し
て
き
た
藤
田
氏
と
姻
戚
関
係
を
結
ぶ
と
、
共
に
活

動
す
る
よ
う
に
な
り
、
文
政
期
か
ら
徐
々
に
坂
本
氏
か
ら
他
家
へ
田
楽

勤
役
の
譲
渡
が
行
わ
れ
、
天
保
十
三
年
以
降
、
資
料
か
ら
姿
を
消
す
と

指
摘
す
る
。（
以
上
伊
海
）

地
方
の
近
世
能
楽
史
に
関
す
る
論
文
が
一
本
あ
っ
た
。
佐
藤
和
道

「『
能
御
囃
子
番
組
』
に
見
る
豊
橋
の
能
」（『
演
劇
研
究
』
３６
。
３
月
）

は
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
天
保
・
安
政
期
の
豊
橋

を
中
心
と
す
る
能
・
囃
子
番
組
四
十
三
点
を
紹
介
し
て
、
三
河
吉
田
城

下
に
お
け
る
演
能
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
。
豊
橋
に
お
け
る
能

の
歴
史
は
、
こ
れ
ま
で
も
っ
ぱ
ら
魚
町
能
楽
保
存
会
が
所
蔵
す
る
面
・

装
束
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
を
補
う
文
献
資
料
の
存

在
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
同
稿
が
紹
介
す
る
番
組
は
、

そ
の
残
存
資
料
の
偏
り
を
補
正
す
る
貴
重
な
記
録
で
、
番
組
の
人
名
の

分
析
か
ら
、
吉
田
城
下
の
能
が
、
家
老
を
筆
頭
と
す
る
吉
田
藩
士
や
城

下
の
町
人
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
様
子
を
明
確
に
す
る
。

続
い
て
近
代
能
楽
史
関
連
の
論
文
。
近
代
の
能
楽
史
は
近
年
も
っ
と

も
多
く
の
成
果
が
挙
が
っ
て
い
る
分
野
で
あ
る
が
、
本
年
も
数
多
く
の

論
文
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
も
、
梅
若
実
に
関
す
る
も
の
、
婦
人

能
・
女
流
能
を
取
り
上
げ
る
も
の
、
外
国
人
と
能
楽
と
の
関
わ
り
に
つ

い
て
論
じ
る
も
の
、
地
方
に
お
け
る
能
楽
受
容
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
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る
も
の
な
ど
、
実
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
中
で
も
『
武
蔵
野
大
学

能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
２４
（
３
月
）が
、
前
号
に
引
き
続
き
、

「
能
・
狂
言
と
近
代
国
家
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
公
開
講
座
の
成
果
と
し

て
、
三
本
の
論
考
と
鼎
談
の
記
録
を
収
め
る
の
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
三

浦
裕
子
「
久
米
邦
武
と
能
楽
再
興
」
は
、
氏
が
監
修
者
と
な
っ
て
関

わ
っ
た
久
米
邦
武
美
術
館
で
の
記
念
展
示
「
久
米
邦
武
と
能
楽
展
」
に

お
け
る
調
査
成
果
に
基
づ
く
論
考
。
従
来
、
オ
ペ
ラ
と
の
類
似
か
ら
能

楽
に
価
値
を
見
出
し
た
最
初
の
人
物
は
岩
倉
具
視
で
あ
る
と
す
る
の
が

通
説
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
岩
倉
に
随
行
し
て
い
た
久
米
邦
武
の
見

解
に
拠
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
、
久
米
が
明
治
の
能
楽
復

興
に
果
た
し
た
重
要
な
役
割
に
あ
ら
た
め
て
光
を
当
て
る
。
別
府
真
理

子
「
初
世
梅
若
実
と
１
０
０
０
人
の
弟
子
」
は
、
梅
若
実
が
ま
と
め
た

門
人
帳
『
門
入
性
名
年
月
控
』
を
基
に
、
梅
若
実
に
入
門
し
た
弟
子
の

顔
触
れ
と
、
年
代
別
の
傾
向
を
詳
細
に
検
討
し
た
も
の
。
明
治
初
期
に

は
旧
公
家
や
旧
大
名
の
家
族
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
明
治
十
年
代
か
ら

二
十
年
代
に
か
け
て
財
閥
系
の
人
々
の
入
門
者
が
激
増
す
る
様
を
明
ら

か
に
す
る
。
梅
若
実
が
こ
の
よ
う
に
多
く
の
入
門
者
を
獲
得
し
え
た
の

は
、
彼
の
指
導
方
法
と
も
深
く
関
わ
っ
て
い
た
と
す
る
指
摘
は
興
味
深

か
っ
た
。
加
賀
谷
真
子
「
東
ア
ジ
ア
と
能
楽
」
は
、
帝
国
主
義
時
代
の

日
本
の
植
民
地
下
に
お
け
る
能
楽
受
容
の
歴
史
を
概
観
し
た
上
で
、
二

十
一
世
紀
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
と
能
楽
と
の
新
た
な
関
わ
り
の
事
例
と

し
て
、
多
田
富
雄
の
新
作
能〈
望
恨
歌
〉に
も
言
及
す
る
。「
観
梅
問
題

の
１
０
０
年
」
は
、
梅
若
六
郎
玄
祥
・
小
林
責
・
羽
田
昶
の
三
氏
に
よ

る
鼎
談
の
記
録
で
、
観
梅
問
題
が
生
ま
れ
る
背
景
か
ら
梅
若
の
観
世
流

復
帰
に
い
た
る
流
れ
が
、
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。
梅
若
氏

の
口
か
ら
は
じ
め
て
明
か
さ
れ
る
、
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
類
も
多

く
、
貴
重
な
資
料
と
い
え
よ
う
。

地
方
の
近
代
能
楽
史
に
関
す
る
論
考
が
三
本
。
中
野
朋
子
「
平
瀬
露

香
の
能
」（『
大
阪
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
』
１１
。
２
月
）は
、
雑
誌

『
武
者
小
路
』
に
連
載
さ
れ
た
平
池
樵
青
の
「
露
香
鍳
蔵
記
」
を
主
な

依
拠
資
料
と
し
、
幕
末
・
明
治
期
の
大
阪
能
楽
界
に
お
け
る
大
パ
ト
ロ

ン
で
、
金
剛
流
の
能
を
舞
っ
た
平
瀬
露
香
の
事
蹟
を
辿
っ
た
も
の
。
露

香
が
一
般
に
知
ら
れ
る
舞
台
名
「
阪
氏
連
」
と
は
別
に
、「
赤
松
稚
枝
」

の
雅
号
で
能
を
舞
う
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
い
く
つ
か
の
新
見
を

提
示
し
て
い
る
。
な
お
、
同
稿
で
は
「「
赤
松
稚
枝
」
こ
そ
が
露
香
が

最
初
に
名
乗
っ
た
芸
名
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
」
と
す
る
が
、
幕

末
・
明
治
初
年
の
番
組
に
頻
見
す
る
「
尾
木
泰
之
助
」
が
露
香
の
こ
と

で
あ
る
ら
し
く
、
こ
れ
が
露
香
の
最
初
の
芸
名
で
は
な
か
っ
た
か
と
思

わ
れ
る
。
露
香
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
考
究
す
べ
き
事
柄
が
多
い
。

平
成
二
十
八
年
の
古
典
籍
大
入
札
会
に
も
、「
平
瀬
露
香
諸
芸
貼
込
帖
」

が
出
品
さ
れ
る
な
ど（
同
目
録
）、
新
資
料
の
発
掘
も
期
待
さ
れ
、
今
後

の
研
究
の
進
展
を
待
ち
た
い
。
中
尾
薫
「
能
楽
の
近
代
化
と
高
木
半
」

（『
待
兼
山
論
叢
』
４７
。
３
月
）は
、
明
治
期
に
独
自
の
能
楽
改
良
論
を

主
張
し
、
数
々
の
新
作
能
を
発
表
し
た
大
阪
の
素
封
家
、
高
木
半
の
事

蹟
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
も
の
。
彼
の
能
楽
改
良
論
に
は
多
く
の
反
発

が
あ
っ
た
こ
と
、
に
も
関
わ
ら
ず
彼
の
新
作
能
が
上
演
・
出
版
さ
れ
て

い
る
の
は
、
高
木
と
大
西
亮
太
郎
・
観
世
清
廉
・
梅
若
実
と
の
交
流
が

そ
の
背
後
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
南
本
有
紀
「
昭
和
初
期
、
岐
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阜
市
周
辺
の
能
楽
愛
好
に
つ
い
て
」（『
岐
阜
県
博
物
館
調
査
研
究
報

告
』
３４
。
３
月
）は
、
岐
阜
県
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
た
藤
田
徳
松
旧
蔵

の
狂
言
台
本
・
番
組
等
の
紹
介
。
藤
田
は
明
治
二
十
二
年
生
ま
れ
、
昭

和
三
十
九
年
没
の
岐
阜
の
大
地
主
。
観
世
流
の
謡
と
大
蔵
流
の
狂
言
を

嗜
み
、
昭
和
二
十
年
代
か
ら
三
十
年
代
に
か
け
て
、
岐
阜
を
中
心
に
多

く
の
舞
台
に
立
っ
て
い
た
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
確
認
さ
れ
る

と
い
う
。

続
い
て
、
婦
人
能
・
女
流
能
に
関
す
る
論
考
。
伊
藤
真
紀
「
能
舞
台

に
上
が
っ
た
女
性
た
ち
」（『
演
劇
学
論
集
』
５６
。
６
月
）は
、
大
正
十

一
年
に
淡
路
島
の
政
岡
家
邸
内
の
能
舞
台
で
行
わ
れ
た
、
女
性
の
み
に

よ
る
演
能
、
い
わ
ゆ
る
「
淡
路
婦
人
能
」
を
取
り
上
げ
、
そ
の
時
代
的

背
景
や
、
舞
台
を
提
供
し
た
政
岡
嘉
三
郎
の
事
蹟
、
政
岡
家
に
お
け
る

一
家
ぐ
る
み
の
能
の
稽
古
の
様
相
を
、
聞
き
取
り
調
査
を
含
む
綿
密
な

調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
。
一
家
ぐ
る
み
で
能
を
嗜
む
「
家
庭
の

遊
楽
」
と
し
て
の
能
楽
の
あ
り
方
が
、
近
代
家
族
観
の
形
成
と
も
深
く

関
わ
っ
て
い
た
ろ
う
、
と
す
る
指
摘
な
ど
、
随
所
に
重
要
な
指
摘
が
見

ら
れ
る
。
青
木
涼
子
「
東
京
音
楽
学
校
と
女
流
能
楽
師
誕
生
の
歩
み
」

（『
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
４８
。
３
月
）は
、
東
京
音
楽
学

校
の
存
在
が
女
流
能
楽
師
の
誕
生
に
い
か
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た

か
、
を
論
じ
た
も
の
。
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
、
池
内
信
嘉
・
観
世
左

近
元
滋
の
二
人
に
注
目
。
出
身
地
松
山
に
お
い
て
女
性
が
普
通
に
能
を

演
じ
る
様
を
見
て
育
っ
た
池
内
信
嘉
が
、
東
京
音
楽
学
校
の
能
楽
選
科

へ
の
女
性
の
入
学
認
可
と
、
そ
の
後
の
女
流
能
楽
師
の
誕
生
に
大
き
く

寄
与
し
て
い
る
こ
と
、
当
初
は
女
流
能
に
批
判
的
な
立
場
を
と
っ
て
い

た
観
世
左
近
も
、
東
京
音
楽
学
校
の
講
師
着
任
以
後
、
女
子
学
生
の
指

導
を
通
じ
て
、
女
流
能
楽
師
の
誕
生
に
一
役
買
っ
た
こ
と
な
ど
を
、
当

時
の
雑
誌
類
や
東
京
音
楽
学
校
関
係
の
資
料
か
ら
丹
念
に
辿
る
。

他
に
外
国
人
と
能
楽
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
論
じ
た
論
文
が
数
本

あ
っ
た
。
ス
ラ
ボ
フ
・
ペ
ト
コ
「
外
国
人
が
観
た
明
治
初
期
の
能
楽
」

（『
日
本
語
・
日
本
文
化
研
究
』（
大
阪
大
学
）
２３
。
３
月
）は
、
明
治
初

期
の
外
国
賓
客
の
饗
応
能
、
お
よ
び
同
時
期
の
英
独
仏
文
献
に
お
け
る

能
楽
紹
介
の
事
例
―
ミ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ド
の
『
昔
の
日
本
の
物
語
』、

チ
ェ
ン
バ
レ
ー
ン
の
『
日
本
人
の
古
典
詩
歌
』
な
ど
―
を
概
観
す
る
。

堀
ま
ど
か
「
野
口
米
次
郎
の
能
の
紹
介
と
、
ゴ
ー
ド
ン
・
ク
レ
イ
グ
の

雑
誌
『
マ
ス
ク
』」（『
国
文
目
白
』
５２
。
２
月
）は
、
詩
人
の
野
口
米
次

郎
が
一
九
〇
〇
年
代
初
頭
に
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
で
行
っ
た
能
楽
に

関
す
る
講
演
や
能
・
狂
言
台
本
の
翻
訳
が
、
同
時
代
の
欧
米
の
文
化
人

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
を
詳
細
に
検
討
し
た
も
の
。
従
来
、

野
口
の
能
へ
の
関
心
は
パ
ウ
ン
ド
や
イ
ェ
イ
ツ
に
触
発
さ
れ
た
も
の
と

見
ら
れ
て
い
た
が
、
海
外
に
向
け
た
野
口
の
能
・
狂
言
の
発
信
は
両
者

に
先
行
し
、
む
し
ろ
野
口
を
介
し
て
イ
ェ
イ
ツ
が
能
へ
の
関
心
を
持
ち

始
め
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
モ
ダ
ニ
ス
ト
演
劇
家
ク
レ

イ
グ
が
創
刊
し
た
雑
誌
『
マ
ス
ク
』
に
お
い
て
発
表
し
た
「
日
本
の
舞

踏
」
な
ど
の
論
考
に
は
、
野
口
の
論
考
か
ら
の
影
響
が
多
く
見
ら
れ
、

同
誌
を
通
じ
て
、
さ
ら
に
広
範
囲
な
波
及
効
果
が
あ
っ
た
こ
と
を
論
証

す
る
。
海
外
に
お
け
る
能
の
受
容
に
、
野
口
米
次
郎
が
い
か
に
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
た
か
、
そ
の
再
評
価
を
促
す
注
目
す
べ
き
論
考
と
い

え
よ
う
。
こ
の
他
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
の
『
比
較
日
本
学
教
育
研
究
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セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
』
９
（
３
月
）に
も
、
前
年
に
開
催
さ
れ
た
「
西

洋
に
響
く
能
」
と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
と
し
て
、
西
野
春
雄

「
能
に
な
っ
た
西
洋
の
詩
・
戯
曲
」、
モ
ニ
カ
・
ベ
ー
テ
「
装
束
を
通
し

て
能
の
こ
こ
ろ
を
伝
え
る
」、
馬
場
法
子
「
能
楽
と
現
代
音
楽
の
出
会

い
」
な
ど
、
文
学
作
品
・
能
装
束
・
能
の
音
楽
な
ど
、
多
様
な
視
点
か

ら
、
海
外
に
お
け
る
能
の
受
容
、
能
に
お
け
る
海
外
の
受
容
に
つ
い
て

取
り
上
げ
た
多
く
の
論
考
が
載
っ
て
い
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。

最
後
に
能
面
に
関
す
る
論
考
を
取
り
上
げ
て
お
き
た
い
。
保
田
紹
雲

「
越
前
出
目
家
の
系
図
の
謎
解
き
」（『
名
古
屋
芸
能
文
化
』
２３
。
１２
月
）

は
、
江
戸
期
の
出
目
家
の
家
譜
を
博
捜
し
、
資
料
間
の
矛
盾
に
着
目
す

る
こ
と
で
、
出
目
家
の
系
図
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
る
も
の
。
多

く
の
資
料
を
踏
ま
え
る
点
は
評
価
さ
れ
る
が
、
結
論
に
い
た
る
論
証
の

過
程
が
分
か
り
づ
ら
く
、
ま
た
、
安
祥
寺
の
過
去
帳
に
見
え
る
開
基
の

没
年
、
天
正
十
年
が
実
際
の
没
年
で
は
な
く
、
法
要
の
年
時
と
す
る
点
、

出
目
元
利
家
の
作
例
が
寿
満
以
降
、
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
つ

い
て
、
火
災
で
手
本
面
が
焼
失
し
た
た
め
で
あ
る
と
す
る
点
な
ど
、
想

像
の
域
を
出
な
い
憶
説
が
散
見
し
、
十
分
な
説
得
力
を
持
っ
て
い
る
と

は
言
い
難
い
。『
駒
井
日
記
』
に
見
え
る
「
し
う
ん
ゐ
ん
」
に
つ
い
て

「
下
間
少
進
に
違
い
な
い
と
考
え
る
」
と
す
る
の
も
、
考
証
が
不
十
分

で
あ
ろ
う
。
漢
字
で
は
な
く
仮
名
で
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、「
し
う

ん
ゐ
ん
様
」「
御
き
く
さ
ま
」
の
名
が
並
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、

こ
の
「
し
う
ん
ゐ
ん
」
は
女
性
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
下
間
少
進
と

同
一
人
物
と
は
、
到
底
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
大
谷
節
子
「「
頼

政
」
面
を
遡
る
」（『
デ
ジ
タ
ル
人
文
学
の
す
す
め
』。
７
月
）は
、
多
年

に
わ
た
る
能
面
調
査
に
基
づ
い
て
構
築
さ
れ
た
能
・
狂
言
面
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
活
用
し
、
能〈
頼
政
〉の
専
用
面
「
頼
政
面
」
の
様
式
が
ど
の

よ
う
に
形
成
さ
れ
て
き
た
の
か
を
考
察
し
た
も
の
。
戦
国
期
以
前
に
は
、

額
と
頬
に
皺
を
刻
ん
だ
尉
面
が
頼
政
の
面
と
し
て
も
っ
ぱ
ら
用
い
ら
れ

て
い
た
が
、
そ
こ
か
ら
、
老
武
者
の
苦
悩
を
強
く
表
現
し
た
面
や
、
武

将
の
猛
々
し
さ
、
勇
壮
さ
を
強
調
し
た
面
が
派
生
的
に
生
ま
れ
て
い
っ

た
過
程
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
が
能〈
頼
政
〉の
作
品
解
釈
と
も
密
接
に

か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
る
。
能
面
の
様
式
の
系
統
図
を
歴
史
的

に
辿
る
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
殆
ど
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
新
た
な
可
能
性

を
感
じ
さ
せ
る
成
果
と
い
え
よ
う
。（
以
上
宮
本
）

【
作
品
研
究
】

本
年
に
発
表
さ
れ
た
作
品
研
究
を
、
石
井
・
山
中
の
順
で
分
担
し
て

展
望
す
る
。
分
担
の
基
準
は
厳
密
で
は
な
い
が
、
出
典
研
究
や
出
典
と

の
関
係
等
を
論
じ
る
も
の
を
石
井
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
演
出
・
技

法
研
究
に
近
い
も
の
を
山
中
が
担
当
し
て
い
る
。
な
お
、
本
年
は
世
阿

弥
生
誕
六
五
〇
年
な
ど
に
関
わ
る
記
念
特
集
が
『
観
世
』
と
『
銕
仙
』

で
企
画
さ
れ
た
た
め
、
そ
れ
ら
に
含
ま
れ
る
作
品
研
究
に
つ
い
て
は
、

右
の
分
類
と
は
関
係
な
く
、『
観
世
』
を
石
井
が
、『
銕
仙
』
を
山
中
が

担
当
し
、
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
て
言
及
し
て
い
る
。

源
氏
能
に
関
す
る
論
考
を
三
本
。
斉
藤
昭
子
「〈
浮
舟
〉を
カ
ケ
リ
狂

わ
せ
る
―
「
女
体
」
の
極
み
と
し
て
の
能
「
浮
舟
」
―
」（『
日
本
文

学
』
６２
―

２
。
２
月
）は
本
説
の
『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て
宇
治
の
「
所

が
ら
」
の
風
物
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
「
柴
積
み
舟
」
を
棹（
あ
る
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い
は
柴
舟
）の
形
で
可
視
化
し
補
助
的
に
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

能
は
捉
え
ど
こ
ろ
の
な
い
浮
舟
像
を
視
覚
化
し
た
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
、

薫
・
匂
宮
の
ま
な
ざ
し
を
シ
テ
の
語
り
に
収
斂
さ
せ
る
こ
と
で
成
立
し

て
い
る
前
場
に
対
し
、
浮
舟
自
身
の
詠
歌
と
心
内
語
に
よ
っ
て
シ
テ
の

内
面
世
界
を
志
向
す
る
後
場
の
構
成
は
、
究
極
の
虚
構
と
し
て
の
「
女

体
」
を
現
出
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
と
す
る
。
作
詞
者
の
横
尾

元
久
に
つ
い
て
は
殆
ど
言
及
が
な
く
、〈
浮
舟
〉を
世
阿
弥
作
と
理
解
し

て
い
る
か
の
如
き
論
調
が
気
に
な
る
が
、『
源
氏
物
語
』
研
究
の
立
場

か
ら
提
示
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
の
読
み
は
、
作
品
研
究
の
一
つ
の
あ
り
方

を
示
す
も
の
と
も
い
え
る
。
倉
持
長
子
「〈
浮
舟
〉と
『
源
氏
物
語
』

―
初
瀬
信
仰
を
め
ぐ
る
浮
舟
の
変
貌
―
」（『
能
と
狂
言
』
１１
。
５
月
）

は〈
浮
舟
〉を
支
え
る
独
自
の
論
理
を
、〈
浮
舟
〉の
初
瀬
信
仰
と
い
う
視

点
か
ら
考
察
し
た
も
の
。〈
浮
舟
〉の
シ
テ
が
初
瀬
観
音
へ
の
一
途
な
帰

依
を
見
せ
る
の
に
対
し
、『
源
氏
物
語
』
の
浮
舟
は
初
瀬
へ
の
参
詣
を

拒
否
し
て
い
る
点
に
着
目
し
、
中
世
に
お
い
て
は
浮
舟
が
出
家
を
通
じ

て
初
瀬
観
音
の
霊
験
を
信
ず
る
に
至
っ
た
と
解
さ
れ
『
源
氏
小
鏡
』
諸

本
の
中
に
浮
舟
の
出
家
を
兜
率
天
と
関
連
さ
せ
て
言
及
し
た
も
の
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
中
世
的
理
解
が
シ
テ
の
人
物
造
型
に
反
映

さ
れ
て
い
る
と
論
ず
る
。
そ
の
上
で
、
初
瀬
観
音
・
日
吉
山
王
と
天
照

大
神
の
同
体
説
が
漂
泊
す
る
浮
舟
を
救
済
す
る
論
理
と
し
て
働
い
て
い

る
と
指
摘
す
る
。

井
上
愛
「〈
千
手
〉作
品
研
究
―
小
書
・
郢
曲
舞
を
め
ぐ
っ
て
」（『
観

世
文
庫
創
立
二
十
周
年
記
念
『
観
世
文
庫
展
』
報
告
書
』
３
月
）は
観

世
元
章
に
よ
る〈
千
手
〉の
小
書
「
郢
曲
舞
」
を
起
点
と
し
た
作
品
研
究
。

こ
の
小
書
で
大
幅
に
削
除
さ
れ
た
曲
舞
と
削
除
さ
れ
な
か
っ
た
千
手
・

重
衡
の
問
答
場
面
に
着
目
し
な
が
ら
、〈
千
手
〉本
来
の
作
意
や
千
手
・

重
衡
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
造
型
に
迫
る
も
の
。〈
千
手
〉前
半
部
で
重
衡
が

語
る
「
現
当
の
罪
」
こ
そ
が
能
と
『
平
家
物
語
』
と
の
最
大
の
違
い
で

も
あ
っ
た
は
ず
が
、
曲
舞
の
省
略
に
よ
っ
て
そ
の
「
罪
」
意
識
の
道
程

も
省
略
さ
れ
、
千
手
と
重
衡
の
交
流
と
逢
瀬
に
主
題
が
絞
ら
れ
た
結
果
、

物
語
と
し
て
の
重
層
性
を
失
う
に
至
っ
た
と
論
ず
る
。
や
や
冗
長
な
が

ら
、
小
書
演
出
が
切
り
落
と
し
た
も
の
を
手
が
か
り
に
作
品
の
読
み
へ

と
つ
な
げ
て
い
く
試
み
を
評
価
し
た
い
。

信
光
作〈
玉
井
〉と
絵
巻
『
か
み
よ
物
語
』
と
の
先
後
関
係
を
め
ぐ
る

論
が
相
次
い
で
発
表
さ
れ
た
。
能
と
絵
巻
は
Ａ
彦
火
々
出
見
尊
が
豊
玉

姫
に
出
会
う
「
井
の
場
面
」、
Ｂ
尊
が
釣
針
を
取
り
戻
し
て
龍
宮
を
去

る
「
帰
還
の
場
面
」
の
描
写
が
近
似
す
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
金

英
珠
「
絵
巻
『
か
み
よ
物
語
』
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
―
謡
曲
『
玉
井
』

と
の
影
響
関
係
を
中
心
に
―
」（『
説
話
文
学
研
究
』
４８
。
７
月
）は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
の
構
成
要
素
を
詳
細
に
検
討
し
て
影
響
関
係
を
確
認

し
つ
つ
、『
薪
能
番
組
』
に
お
い
て
上
演
回
数
が
少
な
い
こ
と
、『
か
み

よ
物
語
』
の
詞
書
に
高
麗
国
と
並
ん
で
「
り
う
き
う（
琉
球
）」
が
異
国

と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
絵
巻
の
成
立
を
十
五
世

紀
と
推
定
し
、
断
定
は
避
け
な
が
ら
も
絵
巻
が
能
に
先
行
す
る
と
の
見

解
を
示
す
。
こ
れ
に
対
し
て
小
林
健
二
「
能
か
ら
物
語
草
子
へ
―《
玉

井
》と
『
か
み
よ
物
語
』
絵
巻
」（『
國
學
院
雑
誌
』
１１４
―

１１
。
１１
月
）は
、

前
述
Ａ
・
Ｂ
が
原
拠
の
『
日
本
書
紀
』
か
ら
離
れ
て
独
自
の
展
開
を
み

せ
、
特
に
豊
玉
姫
が
玉
依
姫
を
伴
っ
て
登
場
す
る
点
を
重
視
し
、
龍
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王
・
豊
玉
姫
・
玉
依
姫
が
登
場
す
る
Ｂ
は
中
世
日
本
紀
的
世
界
の
ビ

ジ
ュ
ア
ル
化
で
は
な
く
龍
神
物
の
後
場
に
登
場
す
る
ツ
レ
天
女
の
パ

タ
ー
ン
を
利
用
し
た
も
の
と
指
摘
し
、『
か
み
よ
物
語
』
の
作
者
は〈
玉

井
〉か
ら
着
想
を
得
た
と
結
論
付
け
た
。
両
氏
の
結
論
は
正
反
対
の
よ

う
だ
が
、
金
稿
に
お
い
て
も〈
鵜
羽
〉〈
賀
茂
〉な
ど
の
「
シ
テ
と
ツ
レ
と

い
う
能
の
演
出
」
に
よ
っ
て
豊
玉
姫
・
玉
依
姫
と
い
う
二
人
の
姫
君
の

モ
チ
ー
フ
が
成
立
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
る
。
や
は

り
風
流
的
神
能
の
視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
に
触
発
さ
れ
て
絵
巻
が
作
ら
れ
た

と
い
う
流
れ
を
想
定
す
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

廃
曲
・
番
外
曲
に
関
す
る
研
究
も
多
か
っ
た
。
大
山
範
子
「
謡
曲

《
休
天
神
》考
」（『
神
女
大
国
文
』
２４
。
３
月
）は
明
石
市
に
現
存
の
休

天
神
社
の
縁
起
を
素
材
と
す
る
番
外
曲〈
休
天
神
〉の
作
品
研
究
。
後
場

の
趣
向
に〈
嵐
山
〉か
ら
の
影
響
が
看
取
さ
れ
、〈
白
鬚
〉〈
岩
船
〉の
詞
章

も
摂
取
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
為
政
者
の
御
代
を
寿
ぐ
祝
言
性
が

増
幅
す
る
と
指
摘
。
名
所
教
え
の
段
で
は
休
天
神
よ
り
有
名
な
明
石
の

名
所
を
列
挙
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
天
神
社
そ
の
も
の
の
威
光
よ

り
も
当
社
を
再
興
し
た
名
君
松
平
信
之
を
賛
美
す
る
意
味
合
い
が
強
い

「
ご
当
地
能
」
で
あ
る
と
論
ず
る
。
鵜
澤
瑞
希
「
多
武
峰
様
具
足
能

『
鶴
次
郎
』
―
武
装
の
稚
児
の
登
場
―
」（『
能
と
狂
言
』
１１
。
５
月
）は

寛
正
六
年（
一
四
六
五
）南
都
一
乗
院
四
座
立
合
多
武
峰
様
猿
楽
で
演
じ

ら
れ
た〈
鶴
次
郎
〉を
典
拠
・
演
出
・
時
代
背
景
か
ら
多
角
的
に
論
じ
た

も
の
。
本
曲
は
多
武
峰
様
具
足
能
と
い
う
こ
と
も
あ
り
上
演
史
や
武
装

の
表
現
ば
か
り
が
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
鵜
澤
は
『
大
塔
物
語
』
中
で

語
ら
れ
る
和
田
合
戦
の
鶴
次
郎
の
物
語
を
手
が
か
り
に
、
本
曲
の
典
拠

と
し
て
時
宗
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
た
鶴
次
郎
伝
承
の
存
在
を
想
定
す
る
。

そ
の
上
で
、
本
作
の
合
戦
場
面
で
鶴
次
郎
が
着
用
す
る
「
狩
装
束
」
と

い
う
出
立
が
稚
児
流
鏑
馬
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

こ
の
演
出
を
「
優
雅
で
非
力
な
稚
児
」
と
対
に
な
る
「
武
装
す
る
稚

児
」
が
賞
翫
さ
れ
た
当
時
の
稚
児
を
め
ぐ
る
文
化
的
状
況
の
反
映
と
説

く
。田

口
和
夫
「
白
澤
王（
伯
太
王
）の
系
譜
―
絵
画
・
説
話

付

荒
平

舞
―
」（『
藝
能
史
研
究
』
２０３
。
１０
月
）は
内
容
不
明
の
廃
曲〈
伯
太
王
〉

に
関
す
る
絵
画
・
説
話
面
か
ら
の
考
証
で
、
別
稿
「
能〈
伯
太
王
〉と
間

狂
言
―
万
集
類
・
説
話
・
芸
能
―
」（『
能
と
狂
言
』
１２
）と
対
に
な
る

論
。
清
涼
殿
鬼
間
の
南
壁
に
描
か
れ
て
い
た
と
い
う
「
白
澤
王
切
鬼
」

に
言
及
す
る
論
考
や
諸
資
料
の
検
討
を
通
じ
て
「
は
く
た
わ
う
」
伝
承

を
整
理
し
、
鎌
倉
初
期
に
そ
の
絵
様
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
「
は

く
た
わ
う
」
が
辟
邪
絵
で
あ
っ
た
こ
と
、
軍
記
・
芸
能
の
中
で
は
鬼
を

制
す
る
剛
勇
の
「
は
く
た
わ
う
／
は
く
だ
わ
う
」
が
成
句
と
し
て
広

が
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
、
見
聞
系
朗
詠
集
注
の
知
恩
院
本
と
同
系
の

伯
太
王
・
死
活
杖
説
話
を
収
め
る
『
一
乗
拾
玉
集
』
に
お
い
て
は
知
恩

院
本
の
摩
騰
・
法
蘭
伝
法
譚
が
深
沙
大
王
譚
と
密
接
に
関
わ
る
玄
奘
三

蔵
取
経
譚
へ
と
変
容
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
能〈
伯
太
王
〉は
こ
の
段
階

で
形
成
さ
れ
た
と
す
る
。
さ
ら
に
『
一
乗
拾
玉
集
』
で
切
り
捨
て
ら
れ

た
死
活
杖
が
神
楽
の
「
荒
平
舞
」
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

能〈
伯
太
王
〉と
「
荒
平
舞
」
が
知
恩
院
本
朗
詠
注
の
白
澤
王
説
話
を
源

流
と
し
、
分
流
し
た
説
話
に
基
づ
い
た
兄
弟
関
係
に
あ
る
と
結
論
付
け

る
。
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『
観
世
』
特
別
企
画
は
「
観
阿
弥
生
誕
六
百
八
十
年
・
世
阿
弥
生
誕

六
百
五
十
年

能
の
大
成
者
た
ち
」。
竹
本
幹
夫
「
観
阿
弥
時
代
の
能

と
謡
」（
７
月
）は
観
阿
弥
に
よ
る
大
和
猿
楽
の
音
曲
改
革
と
観
阿
弥
作

〈
自
然
居
士
〉に
見
る
作
風
の
特
色
に
つ
い
て
の
論
考
。『
音
曲
口
伝
』

『
申
楽
談
儀
』
の
記
事
や
『
五
音
』
上
下
の
所
収
曲
を
手
が
か
り
に
、

観
阿
弥
が
曲
舞
謡
の
導
入
に
際
し
て
既
成
の
物
語
文
を
﹇
ク
リ
・
サ

シ
・
ク
セ
﹈
な
ど
の
小
段
に
分
か
ち
、﹇
ク
セ
﹈
に
八
拍
子
を
当
て
は

め
て
七
五
調
破
律
文
に
構
成
し
、
猿
楽
音
曲
の
旋
律
を
施
し
た
こ
と
、

独
立
の
謡
い
物
と
し
て
の
曲
舞
を
二
段
グ
セ
形
式
か
ら
現
在
の
形
へ
と

整
理
し
た
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、『
五
音
』
下
に
掲
出
の〈
自
然
居
士
〉

冒
頭
句
を
説
法
の
段
の
説
教
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
一
部
と
考
え
、
言
葉

芸
か
ら
語
り
舞
、
風
流
的
所
作
と
い
う
連
続
を
通
じ
て
次
第
に
舞
台
を

盛
り
上
げ
て
い
く
構
成
全
体
が
観
阿
弥
の
書
き
下
ろ
し
で
、
世
阿
弥
に

よ
る
大
規
模
な
増
補
改
訂
は
な
か
っ
た
と
推
測
す
る
。
小
田
幸
子
「
観

阿
弥
か
ら
世
阿
弥
へ
―〈
関
寺
小
町
〉を
め
ぐ
っ
て
」（
８
月
）は〈
関
寺

小
町
〉の
能
作
史
に
お
け
る
意
味
を
考
察
し
た
論
考
。
本
曲
中
に
引
用

さ
れ
る
小
町
関
係
歌
の
多
く
が
小
町
伝
説
と
関
連
す
る
こ
と
か
ら
、
表

だ
っ
て
小
町
の
恋
愛
を
取
り
上
げ
る
代
わ
り
に
和
歌
の
背
景
に
あ
る

「
多
く
の
男
性
と
浮
き
名
を
流
し
た
」
小
町
の
姿
を
忍
び
込
ま
せ
て
い

る
点
に
着
目
し
、
男
を
翻
弄
し
た
な
れ
の
果
て
と
い
う
因
果
応
報
と
し

て
の
小
町
の
零
落
を
前
面
化
さ
せ
ず
、
過
去
を
懐
か
し
む
心
を
強
調
し

て
「
老
い
の
「
哀
れ
」」
を
描
い
た
点
に
、
老
女
物
の
最
高
峰
と
し
て

の
要
因
を
み
る
。

三
宅
晶
子
「
創
生
期
の
能
の
魅
力
―
夢
と
現
の
間
―
」（
９
月
）は
世

阿
弥
時
代
の
能
を
対
象
に
、
異
界
の
存
在
が
登
場
す
る
曲
に
お
け
る
夢

と
現
と
の
描
き
分
け
方
を
①
前
場
は
現
実
・
後
場
は
夢
中
、
②
前
後
場

と
も
夢
中
、
③
前
後
場
と
も
覚
醒
中
、
④
曖
昧
な
場
合
、
⑤
奇
跡
の
体

験
に
分
類
し
、
世
阿
弥
は
夢
・
幻
か
現
実
か
を
明
確
に
書
き
分
け
、
夢

の
場
合
は
非
現
実
的
な
面
白
さ
や
幽
玄
性
を
強
調
し
て
い
る
と
指
摘
。

こ
れ
に
対
し
て
後
代
の
作
品
は
夢
と
現
と
の
境
が
曖
昧
な
曲
が
多
く
、

定
型
的
・
慣
用
的
表
現
に
よ
っ
て
幽
玄
性
濃
厚
な
作
品
が
生
み
出
さ
れ

た
と
説
く
。
松
岡
心
平
「「
鵜
羽
」
の
な
り
た
ち
」（
１０
月
）は
世
阿
弥

作
の
九
州
を
舞
台
に
し
た
神
能
か
ら〈
鵜
羽
〉を
取
り
上
げ
、
そ
の
成
立

背
景
に
迫
る
。
記
紀
や
絵
巻
と
異
な
り
本
曲
で
は
豊
玉
姫
の
出
産
場
所

が
「
鵜
戸
の
岩
屋
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
地
は
義
満
の
近
習
梵
灯

庵（
朝
山
師
綱
）に
よ
っ
て
初
め
て
名
所
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の

で
、
師
綱
が
義
満
の
上
使
と
し
て
島
津
元
久
の
も
と
を
訪
問
し
て
い
る

こ
と
、
義
満
に
よ
っ
て
日
向
・
大
隅
両
国
の
守
護
職
を
安
堵
さ
れ
た
元

久
が
上
洛
の
際
に
は
京
都
の
島
津
邸
に
て
世
阿
弥
の
演
能
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、〈
鵜
羽
〉は
こ
の
時
の
新
作
で
あ
る
可
能
性

が
高
い
と
論
ず
る
。
天
野
文
雄
「
世
阿
弥
の《
砧
》再
考
」（
１１
月
）は

「
世
阿
弥
の《
砧
》を
読
み
解
く
」（『
お
も
て
』
２
０
１
１
年
１０
月
）の
続

考
。
妻
が
「
三
年
」
と
い
う
歳
月
に
拘
る
背
景
に
「
遠
境
に
い
る
夫
か

ら
便
り
が
な
い
場
合
、
子
が
な
け
れ
ば
三
年
で
改
嫁
で
き
る
」
と
い
う

『
戸
令
』
の
改
嫁
規
定
が
あ
る
こ
と
、
和
漢
朗
詠
集
古
注
釈
に
お
け
る

「
蘇
武
妻
譚
」
の
世
界
を
借
り
つ
つ
も
妻
の
打
っ
た
砧
の
音
は
夫
に
届

か
な
か
っ
た
と
い
う
対
照
的
な
設
定
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
さ

ら
に
『
申
楽
談
儀
』
に
お
け
る
世
阿
弥
の〈
砧
〉評
の
「
末
の
世
」「
後
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の
世
」
を
「
末
世
の
今
」
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
説
く
。
馬
場
あ
き

子
「
世
阿
弥
と
和
歌
」（
１２
月
）は
世
阿
弥
の
本
歌
取
に
つ
い
て〈
桜
川
〉

と〈
鵺
〉を
例
に
検
討
。〈
鵺
〉の
前
シ
テ
の
失
意
や
嘆
き
が
恋
歌
の
点
描

に
よ
っ
て
綴
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
、
恋
歌
の
「
艶
」
を
も
っ
て
「
怨
」

を
語
る
こ
と
で
怪
異
の
生
に
哀
艶
な
心
情
を
加
え
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

最
後
に
い
わ
ゆ
る
「
論
文
」
で
は
な
い
が
、
西
村
聡
「
能
楽
研
究
の

方
法
と
資
料
―
能〈
百
万
〉の
作
品
研
究
を
例
と
し
て
―
」（『
文
化
資
源

情
報
論
』
２
０
１
３
・
２
。
３
月
）を
紹
介
す
る
。
本
稿
は
文
化
資
源

情
報
学
概
論
の
教
科
書
の
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
、〈
百
万
〉を
例
に
、

世
阿
弥
伝
書
の
記
述
か
ら
ど
の
よ
う
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
、
演
能
記
録
や
伝
存
諸
本
の
多
寡
か
ら
何
が
わ
か
る
の
か
な
ど
基
本

的
な
事
柄
が
丁
寧
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
読
み
な
が
ら
能
の
作
品
研
究

が
形
に
な
る
ま
で
の
過
程
を
追
体
験
で
き
る
と
い
う
意
味
で
も
非
常
に

有
益
で
あ
る
。
能
で
卒
業
論
文
を
書
こ
う
と
考
え
て
い
る
学
生
や
能
の

研
究
を
志
す
若
い
人
た
ち
に
は
一
読
を
勧
め
た
い
。（
以
上
石
井
）

『
銕
仙
』
の
「
世
阿
弥
生
誕
六
五
〇
年
記
念
企
画
」
の
う
ち
、
作
品

研
究
や
演
出
研
究
に
関
わ
る
も
の
は
次
の
四
本
。
記
念
企
画
だ
け
あ
っ

て
、
短
い
紙
数
に
も
関
わ
ら
ず
重
要
な
問
題
の
提
起
や
興
味
深
い
論
が

多
か
っ
た
。

田
口
和
夫
「
世
阿
弥
自
筆
本〈
雲
林
院
〉の
改
作
か
ら
」（
６２２
。
２
月
）

は
世
阿
弥
自
筆
本
の
第
四
紙
だ
け
墨
色
が
違
う
と
の
発
見
か
ら
出
発
し
、

役
名
表
記
や
演
出
注
記
な
ど
に
も
第
四
紙
の
み
他
紙
と
異
な
る
特
徴
を

持
つ
点
が
あ
る
こ
と
と
併
せ
て
、
第
四
紙
を
含
む
完
曲
が
本
台
本
執
筆

以
前
に
す
で
に
あ
り
、
世
阿
弥
が
そ
れ
を
基
に
改
訂
執
筆
す
る
際
に
第

四
紙
部
分
だ
け
流
用
し
た
と
推
定
す
る
。
墨
色
に
つ
い
て
は
別
に
、
第

一
〜
三
紙
と
第
四
紙
以
降
で
分
け
る
竹
本
幹
夫
説（「
世
阿
弥
自
筆
本

〈
雲
林
院
〉以
前
」『
銕
仙
』
３４４
。
８６
年
１２
月
）が
あ
り
、
ま
た
、
山
中
は

第
一
紙
と
第
四
紙
以
降
が
同
じ
で
花
問
答
を
記
す
第
二
、
第
三
紙
だ
け

が
別
の
も
の
で
は
な
い
か
と
主
張
し
た
こ
と
が
あ
る（「〈
井
筒
〉へ
の

道
」『
文
学
』
６
―

５
。
０５
年
９
月
）。
ど
の
説
も
宝
山
寺
で
の
実
見
に

基
づ
く
も
の
だ
が
、
現
物
を
見
て
は
い
て
も
た
し
か
に
比
べ
ら
れ
る
の

は
直
接
繋
が
っ
て
い
る
二
紙
だ
け
と
も
言
え
る
。
第
三
紙
と
第
四
紙
の

墨
色
が
異
な
る
と
い
う
点
は
諸
説
一
致
し
て
お
り
確
実
な
よ
う
だ
が
、

他
の
点
に
つ
い
て
は
も
う
一
度
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
想
定
し
た
う
え
で

確
か
め
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
を
別
に
し
て
も
本
稿
に
は
、

自
筆
本〈
雲
林
院
〉が
薪
猿
楽
で
の
上
演
の
た
め
に
禅
竹
に
与
え
ら
れ
た

と
の
想
定
、
現
行〈
雲
林
院
〉へ
の
改
訂
も
世
阿
弥
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う

と
の
見
解
等
々
、
改
め
て
考
え
て
み
る
べ
き
問
題
が
多
く
提
起
さ
れ
て

い
る
。
竹
本
幹
夫
「
世
阿
弥
夢
幻
能
の
成
立
小
考
」（
６３１
。
１２
月
）は
、

〈
松
風
〉の
人
格
の
変
化
、
正
体
明
か
し
と
昔
語
り
の
位
置
、
狂
乱
か
ら

舞
に
い
た
る
構
成
等
、
夢
幻
能
と
し
て
は
破
格
の
要
素
が
多
い
こ
と
を

指
摘
し
、「
夢
幻
能
様
式
の
成
立
を
、〈
松
風
〉の
制
作
か
ら〈
難
波
梅
〉

や〈
実
盛
〉制
作
に
い
た
る
応
永
二
十
年
前
後
と
想
定
」
す
る
。
前
シ
テ

が
化
身
、
後
シ
テ
が
本
体
と
い
う
二
場
物
の
能
は
「
失
せ
て
は
出
で

来
」
る
芸
風
の
光
太
郎
時
代
か
ら
す
で
に
在
っ
た
と
の
指
摘
も
重
要
と

思
わ
れ
る
。

高
桑
い
づ
み
「
返
シ
を
謡
う
と
い
う
こ
と
―
小
段
形
成
の
一
手
順
」

（『
銕
仙
』
６２５
。
５
月
）は
、
世
阿
弥
が
音
楽
面
で
の
形
式
を
ど
の
よ
う
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に
整
え
て
い
っ
た
か
と
い
う
考
察
。
区
切
り
を
感
じ
さ
せ
る
手
段
と
し

て
句
を
繰
り
返
し
た
こ
と
が
﹇
上
ゲ
哥
﹈
成
立
の
契
機
に
な
っ
た
と
の

推
定
は
、
古
作
の
能
に
定
型
の
﹇
上
ゲ
哥
﹈
が
少
な
い
と
の
論
証
に

よ
っ
て
説
得
力
が
あ
る
が
、﹇
ロ
ン
ギ
﹈
の
返
シ
の
有
無
に
つ
い
て
は
、

定
型
化
の
過
程
に
返
し
を
加
え
る
段
階
と
加
え
た
返
し
を
省
略
す
る
段

階
が
あ
る
と
の
複
雑
な
論
と
な
り
、
少
し
苦
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

小
田
幸
子
「
世
阿
弥
時
代
の
『
船
』」（
６２６
。
６
月
）は
『
申
楽
談
儀
』
１８

条
に
見
え
る
船
の
作
リ
物
に
関
す
る
記
事
を
取
り
上
げ
、
同
時
代
の
延

年
風
流
の
資
料
や
室
町
後
期
の
演
出
資
料
等
も
参
照
し
つ
つ
、
装
飾
を

施
す
例
や
船
を
動
か
す
仕
掛
け
の
可
能
性
等
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

個
別
の
論
で
も
、
広
く
能
の
演
出
や
様
式
に
目
を
向
け
る
も
の
が
多

く
あ
っ
た
。
竹
本
幹
夫
「
能
の
構
造
と
技
法
に
お
け
る
様
式
の
成
立
を

め
ぐ
っ
て
」（『
国
文
学
研
究
』
１６９
。
３
月
）は
、
能
の
さ
ま
ざ
ま
な
位

相
に
見
え
る
様
式
性
を
そ
れ
ぞ
れ
が
形
成
さ
れ
た
時
代
の
問
題
と
合
わ

せ
て
論
じ
る
。
具
体
的
に
は
翁
猿
楽
の
様
式
性
、
能
の
脚
本
構
造
の
様

式
性
、
音
楽
・
演
技
等
の
様
式
性
、
カ
マ
エ
や
ハ
コ
ビ
と
い
う
身
体
技

法
の
様
式
性
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
が
、
翁
猿
楽
以
外
の
諸
例
で
は
様
式

化
以
前
の
古
態
と
合
わ
せ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
現
在
我
々
が

「
能
」
と
認
識
す
る
も
の
の
基
本
が
ど
の
よ
う
に
で
き
て
き
た
の
か
と

い
う
大
き
な
問
題
の
考
察
と
な
っ
て
い
る
。「
ア
ジ
ア
儀
式
戯
劇
国
際

学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
の
口
頭
発
表
に
大
幅
に
加
筆
修
正
し
た
も
の

と
の
こ
と
で
、
基
本
的
な
事
項
の
確
認
に
も
字
数
を
割
い
て
い
る
が
、

「
世
阿
弥
時
代
以
前
の
日
本
全
国
に
お
い
て
、
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
内
容

の
翁
猿
楽
が
演
じ
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
す
ぐ
れ
て
類
型
的

な
、
つ
ま
り
は
様
式
性
の
高
い
芸
能
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
」「
七
五

調
を
基
調
と
し
な
い
無
律
散
文
中
心
の
、
四
場
以
上
に
及
ぶ
よ
う
な
構

造
の
能
は
現
存
し
な
い
」
等
の
鋭
い
指
摘
や
、
夢
幻
能
構
造
の
完
成
を

応
永
二
十
年
前
後
と
し〈
松
風
〉を
そ
の
過
渡
的
作
品
と
捉
え
る
視
点

（
そ
の
詳
細
は
『
銕
仙
』
で
説
か
れ
る
）、
能
楽
伝
書
の
記
述
や
人
体
図

の
分
析
か
ら
江
戸
時
代
前
期
に
は
カ
マ
エ
と
ハ
コ
ビ
が
成
立
し
て
い
た

で
あ
ろ
う
こ
と
を
導
く
論
証
な
ど
、
傾
聴
す
べ
き
点
が
多
い
。

表
章
「〈
講
演
〉能
型
付
の
新
旧
―
「
泣
く
」
か
ら
「
シ
ホ
ル
」
へ
」

（『
能
楽
研
究
』
３７
。
３
月
）は
、
二
〇
〇
六
年
藝
能
史
研
究
会
例
会
で

の
研
究
発
表
の
原
稿
化
。
当
日
配
布
の
資
料
も
見
や
す
い
形
に
直
し
て

掲
載
し
て
い
る
。
実
際
に
調
査
さ
れ
た
型
付
資
料
を
簡
便
な
情
報
を
添

え
て
成
立
年
代
順
に
並
べ
た
【
調
査
資
料
一
覧
】
や
型
付
用
語
を
手
作

業
で
抜
き
出
し
た
索
引
【
型
付
用
語
抄
】
は
、
今
後
の
演
出
研
究
の
基

本
文
献
と
な
る
べ
き
も
の
。
膨
大
な
デ
ー
タ
か
ら
「
宝
永
・
正
徳
の
頃

に
『
シ
ホ
ル
』
が
使
わ
れ
始
め
、
享
保
年
間
は
『
泣
く
・
し
ほ
る
』
が

共
存
し
て
い
た
が
、
元
文
末
に
は
『
シ
ホ
ル
』
が
圧
倒
的
に
な
り
、

『
泣
く
』
は
型
付
用
語
と
し
て
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
」
と
い
う

結
論
が
明
ら
か
に
な
る
様
は
、
資
料
を
博
捜
し
資
料
に
語
ら
せ
る
氏
の

学
問
の
面
目
躍
如
。
今
後
は
成
立
年
代
の
不
明
な
型
付
も
、
ま
ず
は

「
泣
く
」
か
「
し
ほ
る
」
か
で
大
別
し
、
索
引
の
【
型
付
用
語
抄
】
と

照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
で
ほ
ぼ
年
代
が
確
定
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

同
誌
に
は
、
中
司
由
起
子
・
江
口
文
恵
・
柳
瀬
千
穂
・
深
澤
希
望
に

よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
報
告
「
江
戸
初
期
型
付
に
基
づ
く
実
験
的
復

元
」
も
載
る
。
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
の
秋
田
城
介
実
季
自
筆
の
型
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付
を
読
む
研
究
会
の
成
果
を
基
に
、
金
春
流
と
観
世
流
の
能
役
者
の
協

力
を
得
て
型
付
所
載
の
仕
舞
を
実
験
的
に
復
元
す
る
と
い
う
試
み
。
前

年
１１
月
に
銕
仙
会
能
楽
研
修
所
舞
台
で
お
こ
な
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
は
、
復
元
の
手
順
に
詰
め
の
甘
い
部
分
が
あ
る
こ
と
や
現
行
の
型
に

囚
わ
れ
す
ぎ
て
い
る
と
の
指
摘
も
受
け
た
が（
こ
れ
に
つ
い
て
は
全
体

の
統
括
に
あ
た
っ
た
山
中
の
責
任
と
感
じ
て
い
る
）、
非
常
に
複
雑
な

江
戸
初
期
の
型
付
の
書
き
込
み
、
複
数
の
型
付
資
料
が
お
そ
ら
く
同
じ

一
連
の
所
作
の
異
な
る
部
分
を
取
り
上
げ
て
記
し
て
い
る
例
な
ど
を
、

ど
う
処
理
し
て
活
字
化
す
る
か
、
こ
の
報
告
を
作
成
す
る
際
に
四
名
が

工
夫
し
た
方
法
は
そ
の
後
も
改
訂
を
重
ね
、
能
楽
資
料
叢
書
３
『
東
北

大
学
年
附
属
図
書
館
蔵
秋
田
城
介
型
付
』（
二
〇
一
五
年
三
月
）に
活
か

さ
れ
て
い
る
。
若
い
人
の
論
文
を
も
う
一
つ
。
三
浦
玲
「
観
世
長
俊
と

風
流
―〈
輪
蔵
〉を
中
心
に
」（『
国
文
目
白
』
６２
―

２
。
２
月
）は
修
士
論

文
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
長
俊
作〈
輪
蔵
〉に
お
け
る
風
流
ア
イ
「
福
部

の
神
勤
入
」
に
関
す
る
考
察
。「
風
流
ア
イ
」
を
著
者
自
身
が
ど
う
捉

え
て
い
る
の
か
が
曖
昧
で
、
成
立
年
の
想
定
な
ど
に
も
無
理
が
あ
る
が
、

同
時
代
の
他
の
風
流
ア
イ
の
よ
う
に
空
想
的
で
は
な
く
北
野
社
の
現
実

の
情
景
を
取
り
込
ん
で
い
る
と
の
指
摘
は
面
白
か
っ
た
。

実
践
と
深
く
関
わ
る
も
の
に
、
田
村
良
平
「
復
曲
能〈
巴
園
〉の
演
出

に
つ
い
て
」（『
明
星
大
学
研
究
紀
要（
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
）』

２１
。
３
月
）が
あ
る
。
二
〇
一
三
年
一
月
に
横
浜
能
楽
堂
企
画
公
演

「
美
の
世
阿
弥
・
華
の
信
光
」
第
三
回
と
し
て
上
演
さ
れ
た
復
曲
能〈
巴

園
〉の
詞
章
と
演
出
お
よ
び
そ
の
意
図
の
正
確
な
記
録
で
、
室
町
末
期

写
本
に
基
づ
き
な
が
ら
も
現
代
の
能
形
式
に
よ
っ
て
細
部
を
整
備
す
る

と
い
う
方
針
を
明
記
し
、
本
脇
能
形
式
と
四
番
目
物
的
脇
能
形
式
の
両

様
を
想
定
し
て
詳
細
な
型
付
を
挙
げ
て
い
る
。
復
曲
や
新
作
は
何
度
も

試
行
錯
誤
を
重
ね
て
次
第
に
決
定
版
が
で
き
あ
が
っ
て
い
く
も
の
で
は

あ
ろ
う
が
、
こ
の
よ
う
に
し
っ
か
り
と
し
た
記
録
を
残
す
例
は
珍
し
い
。

後
に
続
く
者
の
た
め
に
非
常
に
有
益
で
あ
り
が
た
い
処
置
と
思
う
。

雑
誌
『
観
世
』
に
二
〇
一
一
年
か
ら
連
載
さ
れ
こ
の
年
の
１２
月
号
で

最
終
回
と
な
っ
た
、
高
桑
い
づ
み
・
中
司
由
起
子
「
小
段
っ
て
な
に
？

―
能
の
構
造
を
考
え
る
―
」
も
、
純
粋
な
研
究
と
は
違
う
か
も
し
れ
な

い
が
、
能
の
小
段
に
つ
い
て
の
最
新
の
知
見
に
基
づ
い
た
上
質
な
解
説

と
し
て
有
益
。
１０
〜
１２
月
の
三
回
は
、
そ
れ
ま
で
に
取
り
上
げ
た
小
段

の
索
引
編
と
な
っ
て
い
る
の
も
便
利
で
あ
る
。

最
後
に
文
理
融
合
研
究
を
一
つ
紹
介
す
る
。
ツ
ヴ
ィ
カ
・
セ
ル
ペ
ル

「
能
の
コ
ト
バ
の
抑
揚
」（『
演
劇
研
究
』
３６
。
３
月
）は
、
観
世
流
の
謡

を
用
い
、「
コ
ト
バ
の
パ
タ
ー
ン
の
構
成
要
素
を
、
ピ
ッ
チ
の
抑
揚
と

音
量
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
か
ら
分
析
し
た
」
も
の
。
能
に
精
通

し
て
い
る
著
者
の
曲
趣
理
解
と
そ
こ
で
指
摘
さ
れ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

グ
ラ
フ
の
形
状
と
は
よ
く
合
致
し
て
お
り
、
示
さ
れ
て
い
る
例
に
つ
い

て
は
十
分
納
得
で
き
る
。
男
の
コ
ト
バ
は
抑
揚
の
大
き
さ
と
音
量
の
大

小
が
一
致
し
、
女
の
コ
ト
バ
の
場
合
は
抑
揚
が
大
き
く
な
る
と
音
量
が

小
さ
く
な
る
と
い
う
指
摘
も
興
味
深
い
が
、
こ
れ
だ
け
の
例
で
は
ど
こ

ま
で
汎
用
性
の
あ
る
規
則
な
の
か
判
断
で
き
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た
分
析
な
ど
に
触
れ
た
能
楽
関
係
者
が
よ

く
言
う
「
そ
ん
な
こ
と
は
あ
た
り
ま
え
で
は
な
い
か
」
と
の
コ
メ
ン
ト

に
は
与
し
た
く
な
い
し
、
よ
く
知
っ
て
い
る
人
間
が
当
た
り
前
だ
と
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思
っ
て
い
る
こ
と
を
客
観
化
、
一
般
化
し
て
広
く
知
ら
し
め
る
こ
と
は

重
要
と
思
う
が
、
本
論
文
は
デ
ー
タ
取
得
の
方
法
も
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、

科
学
的
・
客
観
的
な
研
究
と
い
う
よ
り
、
や
は
り
能
の
謡
を
味
わ
う
耳

を
持
っ
た
著
者
の
感
性
に
拠
る
と
こ
ろ
の
多
い
論
考
と
思
わ
れ
る
。
そ

れ
が
悪
い
と
は
言
わ
な
い
が
、
よ
り
科
学
的
な
方
法
で
の
論
考
を
待
ち

た
い
。（
以
上
山
中
）

【
狂
言
研
究
】

本
年
に
発
表
さ
れ
た
狂
言
研
究
を
、
国
語
学
関
係
は
豊
島
、
そ
れ
以

外
を
小
林
が
分
担
し
て
展
望
す
る
。

岩
崎
雅
彦
「
博
奕
打
ち
の
説
話
と
狂
言
―
『
直
談
因
縁
集
』
を
中
心

に
―
」（『
國
學
院
雑
誌
』
１１４
―

１１
。
１１
月
）は
、
狂
言
の
題
材
と
な
っ
た

説
話
を
考
察
し
た
も
の
。
岩
崎
氏
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
仏
教
説
話
に
見

ら
れ
る
譬
喩
因
縁
譚
の
構
想
や
展
開
が
狂
言
と
共
通
す
る
こ
と
に
着
目

し
、
と
く
に
法
華
経
直
談
系
の
説
話
集
で
あ
る
『
直
談
因
縁
集
』
に
所

収
さ
れ
る
説
話
と
狂
言
の
相
似
を
説
い
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
直
談
系

の
説
話
に
売
僧
や
博
奕
打
ち
が
人
を
騙
す
話
型
が
多
く
、
そ
れ
が
日
常

を
生
き
る
人
間
を
描
い
た
狂
言
に
と
っ
て
格
好
の
題
材
で
あ
っ
た
こ
と

を
論
じ
る
。
狂
言
が
室
町
の
世
相
を
う
つ
す
芸
能
で
あ
る
こ
と
を
示
し

た
好
論
と
言
え
る
。

戸
田
健
太
郎
「
狂
言
に
お
け
る
「
地
謡
」
の
変
遷（
そ
の
三
）―
能
の

地
謡
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
」（『
演
劇
学
論
叢
』
１３
。
７
月
）は
、
こ

れ
ま
で
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
狂
言
の
地
謡
の
変
遷
を
考
察
し
た
論

文
の
第
三
弾
。
能
の
地
謡
と
類
似
す
る
八
点
を
あ
げ
、《
千
切
木
》の
終

曲
部
に
お
け
る
立
衆
の
斉
唱
が
能《
西
行
桜
》と
酷
似
す
る
こ
と
を
あ
げ

て
、
狂
言
は
古
く
か
ら
能
の
地
謡
の
演
式
を
摂
取
し
て
い
た
こ
と
を
証

明
す
る
。

近
年
、
狂
言
の
舞
台
を
描
い
た
絵
画
資
料
が
次
々
に
紹
介
さ
れ
、
作

品
研
究
に
も
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
藤
岡
道
子
「
狂
言
の
絵

画
資
料
の
考
察
―
国
立
能
楽
堂
収
蔵
品
を
中
心
に
」（『
国
立
能
楽
堂
調

査
研
究
』
７
。
３
月
）は
、
そ
の
研
究
を
リ
ー
ド
す
る
藤
岡
氏
が
、
国

立
能
楽
堂
に
所
蔵
さ
れ
る
絵
画
資
料
の
中
で
重
要
と
思
わ
れ
る
「
古
能

楽
図（
慶
長
最
古
図
）」「
江
戸
初
期
古
能
狂
言
之
図
」「
狂
言
古
図
」

「
狂
言
古
画
帖
」
を
取
り
上
げ
て
、
狂
言
絵
画
史
上
の
位
置
づ
け
を
は

か
っ
た
も
の
。
多
く
の
資
料
を
調
査
し
て
い
る
藤
岡
氏
な
ら
で
は
の
仕

事
で
あ
る
。
と
く
に
「
狂
言
古
画
帖
」
の
不
明
曲
を
新
資
料
の
「
謡
狂

言
図
」（
江
島
弘
志
蔵
）に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
た
功
績
は
大
き
い
。
ま

た
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
図
書
館（SO

A
S

）に
所
蔵
さ
れ
る
狂
言
古
図
を
カ

ラ
ー
で
紹
介
す
る
の
も
あ
り
が
た
い
。
藤
岡
氏
も
論
中
で
述
べ
て
い
る

が
、
同
じ
演
目
で
図
様
が
類
似
す
る
作
例
が
多
く
あ
り
、
全
体
を
俯
瞰

し
た
総
合
的
な
調
査
研
究
が
必
要
な
段
階
に
入
っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ

れ
が
出
来
る
の
は
精
力
的
に
資
料
を
渉
猟
し
て
い
る
藤
岡
氏
だ
け
で
あ

り
、
そ
の
成
果
が
ま
と
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

高
桑
い
づ
み
「
鷺
流
狂
言
の
小
舞
謡
―
無
形
文
化
遺
産
部
所
蔵
「
山

口
鷺
流
小
舞
謡
」
の
記
録
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
無
形
文
化
遺
産
研
究
報

告
』
７
、
３
月
）は
、
昭
和
３３
年
に
文
化
財
研
究
所
芸
能
部
が
録
音
し

た
山
口
鷺
流
の
小
舞
謡
と
江
戸
時
代
の
狂
言
台
本
を
比
較
し
て
、
小
舞

謡
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
か
を
分
析
し
た
も
の
。
明
治
８
年
生
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ま
れ
の
田
口
光
三
を
中
心
と
し
た
音
源
と
、
山
口
鷺
流
保
存
会
が
所
蔵

す
る
江
山
本
な
ど
の
台
本
を
比
較
検
討
し
て
、
録
音
さ
れ
た
謡
い
と
台

本
の
譜
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
鷺
流
の
芸
系
が
正
し
く
伝
承
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
れ
が
、
次
世
代
に
な
る
と
中
央
と
は
異

な
る
謡
い
方
に
か
わ
り
、
独
自
の
方
向
へ
転
換
す
る
様
相
を
検
証
す
る
。

音
源
が
研
究
資
料
と
し
て
有
用
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
論
文
と
言
え
よ

う
。間

狂
言
に
関
す
る
論
文
が
一
点
。
田
崎
未
知
「
間
語
り
考
―
能〈
三

山
〉に
お
け
る
間
狂
言
の
役
割
―
」（『
愛
知
淑
徳
大
学
国
語
国
文
』
３６
。

３
月
）は
、〈
三
山
〉の
和
泉
流
二
本
・
大
蔵
流
一
本
・
鷺
流
三
本
の
間

狂
言
台
本
を
比
較
し
て
、
そ
の
位
相
を
考
察
し
た
。『
狂
言
集
成
』
所

収
本
が
仙
覚
の
万
葉
学
説
を
踏
ま
え
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
す
る
が
、
間

狂
言
の
機
能
が
、
能
の
筋
と
本
説
や
典
拠
と
の
橋
渡
し
を
す
る
も
の
で

あ
る
と
い
う
説
明
が
不
十
分
な
た
め
に
、
論
旨
が
不
明
瞭
な
印
象
を
う

け
る
。

地
方
に
伝
承
す
る
狂
言
に
関
す
る
論
文
が
二
点
。
山
本
晶
子
「
馬
瀬

狂
言
資
料
の
紹
介（
７
）―
馬
瀬
に
お
け
る
「
船
渡
聟
」
の
変
遷
―
」

（『
学
苑
・
日
本
文
学
紀
要
』
８６７
、
１
月
）は
、
伊
勢
地
方
に
残
る
馬
瀬

狂
言
の
研
究
で
あ
る
。
馬
瀬
狂
言
保
存
会
に
蔵
さ
れ
る
文
化
八
年
書
写

の
「
船
渡
聟
」
の
位
置
づ
け
を
和
泉
流
の
諸
本
と
比
較
検
討
し
、
さ
ら

に
現
在
上
演
さ
れ
る
形
へ
の
変
遷
に
つ
い
て
考
証
し
た
も
の
。
馬
瀬
狂

言
の
「
船
渡
聟
」
は
文
化
八
年
本
、
現
行
本
と
も
に
、
江
戸
中
期
か
ら

後
期
に
か
け
て
の
和
泉
流
の
台
本
と
共
通
す
る
箇
所
が
多
い
と
考
証
し
、

ま
た
、
現
行
本
は
場
面
の
省
略
化
や
台
詞
の
簡
略
化
が
認
め
ら
れ
る
も

の
の
、
文
化
八
年
本
の
展
開
を
基
に
し
た
台
本
と
す
る
。
山
本
氏
の
馬

瀬
狂
言
研
究
の
一
部
に
な
ろ
う
が
、
全
体
に
お
け
る
文
化
八
年
本
の
位

置
づ
け
も
ほ
し
か
っ
た
。

村
上
美
登
志
「「
和
久
里
融
通
大
念
佛
狂
言
」
攷
―
「
餓
鬼
角
力
」

の
地
蔵
菩
薩
と
閻
魔
大
王
―
」（『
論
究
日
本
文
学
』
９９
。
１２
月
）は
、

小
浜
市
に
伝
承
す
る
「
和
久
里
融
通
大
念
佛
狂
言
」
の
上
演
曲
目
「
餓

鬼
角
力
」
に
登
場
す
る
地
蔵
菩
薩
と
閻
魔
大
王
に
つ
い
て
説
話
的
な
考

察
を
加
え
、
宗
教
劇
と
し
て
形
成
さ
れ
る
背
景
を
探
っ
た
も
の
。

最
後
に
台
本
の
翻
刻
を
あ
げ
よ
う
。
西
村
聡
「
金
沢
大
学
本
狂
言
集

―
翻
刻
と
解
題
」（『
金
沢
大
学
歴
史
言
語
文
化
学
系
論
集（
言
語
・
文

学
篇
）』
５
、
３
月
）は
、
金
沢
大
学
に
所
蔵
さ
れ
る
江
戸
後
期
の
大
蔵

流
台
本
を
紹
介
し
て
諸
本
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
は
か
り
、
内
山
弘

「『
狂
言
下
尽
』
―
翻
刻
と
解
説
」（『
国
語
国
文
薩
摩
路
』
５７
、
３
月
）

は
架
蔵
の
江
戸
末
か
ら
明
治
初
年
の
鷺
流
の
台
本
を
翻
刻
紹
介
し
て
表

記
上
の
特
徴
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
両
資
料
と
も
今
後
の
詳
し
い
考

察
を
期
待
し
た
い
。
そ
の
他
に
翻
刻
資
料
と
し
て
、
狂
言
研
究
会
―
山

下
茜
・
久
冨
木
原
玲
・
名
倉
ミ
サ
子
・
小
谷
成
子
・
野
崎
典
子
・
加
藤

華
「『
文
久
写
本
狂
言
集
』（
愛
知
県
立
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）翻
刻
」

（『
あ
い
ち
国
文
』
７
、
９
月
）、
飯
塚
恵
理
人
「
佐
藤
友
彦
師
所
蔵
九

冊
本
間
狂
言
「
末
社
脇
能
九
下
」」（『
椙
山
女
学
園
大
学
研
究
論
集（
人

文
科
学
篇
）』
４４
、
３
月
）、
が
あ
っ
た
こ
と
を
加
え
て
お
く
。（
以
上
、

小
林
）

坂
口
至
「
狂
言
こ
と
ば
の
変
遷
―
そ
の
諸
相
と
要
因
」（『
国
語
国
文

学
研
究
』（
熊
本
大
学
）
４８
）は
、
天
正
狂
言
本
か
ら
現
行
ま
で
の
狂
言
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を
、
音
韻（
ワ
ル
、
ｔ
入
声
）、
敬
語
語
彙（
オ
ヂ
ャ
ル
／
オ
リ
ャ
ル
、

セ
ラ
ル
ル
／
サ
シ
ャ
ル
）、
形
態
論（
サ
行
イ
音
便
）な
ど
の
観
点
か
ら

時
代
・
流
儀
に
よ
る
要
約
を
行
っ
た
も
の
で
、
亀
井
孝（
１
９
４
４
）

「
狂
言
の
こ
と
ば
」
が
呈
示
し
た
、
狂
言
は
必
ず
し
も
特
定
の
時
代
の

口
語
の
反
映
で
は
な
く
、「
復
古
的
な
修
復
」
に
よ
る
人
為
的
な
言
語

体
系
で
あ
る
事
を
再
確
認
し
て
い
る
。
小
林
賢
次
、
大
倉
浩
な
ど
の
先

行
研
究
が
、
全
く
引
用
さ
れ
な
い
。

米
田
達
郎
「
江
戸
時
代
中
後
期
狂
言
詞
章
の
終
助
詞
ト
モ
に
つ
い
て

―
鷺
流
狂
言
詞
章
保
教
本
を
中
心
に
」（『
国
語
と
国
文
学
』
９０
―

１０
）は
、

鷺
流
保
教
本
に
見
え
る
終
助
詞
ト
モ（「
見
ぬ
事
は
有
る
ま
い
ぞ
」

「
中
々
見
ま
せ
う
ト
モ
」）が
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
文
典（
１
６
０
４
）以

降
で
は
初
出
で
あ
る
事
を
示
し
、
当
時
の
口
語
の
受
容
と
想
定
し
た
上

で
、
保
守
的
で
伝
承
が
固
定
化
す
る
面
が
強
調
さ
れ
る
狂
言
の
言
葉
に
、

別
の
視
点
を
提
案
す
る
も
の
。

小
林
千
草
「〈
翻
〉狂
言
台
本
の
翻
刻
と
考
察
―〈
成
城
本
「
鏡
男
」

と
「
鬼
瓦
」
の
場
合
〉」（『
湘
南
文
学
』（
東
海
大
学
）
４７
）、「〈
翻
〉

狂
言
台
本
の
翻
刻
と
考
察〈
成
城
本
「
柿
山
伏
」
の
場
合
〉」（『
東
海
大

学
日
本
語
・
日
本
文
学
研
究
と
注
釈
』
３
）、「
成
城
大
学
図
書
館
蔵

狂
言
「
骨
皮
」「
墨
塗
」
の
性
格
と
表
現
」（『
近
代
語
研
究
』
１７
）は
、

成
城
大
学
所
蔵
の
幕
末
期
狂
言
台
本
に
基
づ
く
一
連
の
翻
刻
・
研
究
の

最
初
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
後
に
「
武
悪
」
の
総
索
引
も
添
え
て
、
小

林
千
草（
２
０
１
６
）『
幕
末
期
狂
言
台
本
の
総
合
的
研
究

大
蔵
流
台

本
編
』（
清
文
堂
）と
し
て
一
書
に
ま
と
め
ら
れ
て
、
参
照
に
便
利
に

な
っ
た
。
著
者
に
は
、
他
に
『
謡
抄
』
に
関
す
る
一
連
の
論
考
が（
こ

ち
ら
も
様
々
な
媒
体
に
分
載
さ
れ
て
）あ
り
、
こ
れ
も
一
書
と
成
る
日

が
待
た
れ
る
。（
以
上
豊
島
）

【
外
国
語
に
よ
る
能
楽
研
究
】

◎
単
行
本

Sm
ethurst,

M
ae

J.
D

ram
atic

A
ction

in
G

reek
T

ragedy
and

N
oh:

R
eading

w
ith

and
beyond

A
ristotle.

Lanham
:

Lexington
B

ooks,2013.

（
メ
イ
・
Ｊ
・
ス
メ
サ
ー
ス
ト
『
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
と
能

に
お
け
る
「
劇
展
開
」
―
―
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
手
引
き
に
、
ま
た
そ

れ
を
超
え
て
』）

著
者
に
よ
る
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
と
能
の
比
較
研
究
書
と
し
て
、
三
冊
目

に
あ
た
る
本
書
は
、
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇（
ソ
ポ
ク
レ
ー
ス
『
ピ
ロ
ク
テ
ー

テ
ー
ス
』
と
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
作
品
）と
、
現
在
能〈
俊
寛
〉を
比
較
分
析

す
る
。
多
く
の
類
似
点
を
も
つ
両
者
が
決
定
的
に
異
な
る
の
が
、
主
人

公
に
と
っ
て
最
も
悲
劇
的
な
瞬
間
の
描
き
方
で
あ
る
―
―
能
に
お
い
て

は
三
人
称
の
使
用
に
よ
っ
て
「
役
者
と
役
柄
の
遠
隔
化
」
が
生
じ
る
の

に
対
し
、
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
に
お
い
て
は
一
人
称
単
数
「
わ
れ
」
が
頻
出

し
て
役
者
が
「
徹
底
的
に
役
柄
の
人
物
像
に
入
り
込
む
」
―
―
と
い
う

指
摘
が
、
と
り
わ
け
示
唆
に
富
む
。

T
yler,R

oyall.
T

o
H

allow
G

enji:
A

T
ribute

to
N

oh.
C

harleston:
C

reateSpace,2013.

（
ロ
イ
ヤ
ル
・
タ
イ
ラ
ー
『
源
氏
を
あ
が
め

て：

能
へ
の
捧
げ
も
の
』）

謡
曲
翻
訳
の
第
一
人
者
に
よ
る
新
た
な
謡
曲
英
訳
集
で
あ
り
、
多
く
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の
番
外
曲
を
含
む
。
十
八
曲
の
謡
曲
訳（〈
阿
古
屋
松
〉〈
布
留
〉〈
松
浦
佐

用
姫
〉〈
多
田
津
左
衛
門
〉〈
玄
上
〉〈
箱
崎
〉〈
檜
垣
〉〈
国
栖
〉〈
難
波
〉〈
錦

木
〉〈
野
守
〉〈
佐
保
山
〉〈
等
願
暮
頭
〉〈
融
〉〈
経
正
〉〈
鵜
羽
〉〈
源
氏
供
養
〉

〈
船
橋
〉、
最
初
の
四
曲
は
世
阿
弥
自
筆
本
に
基
づ
く
）と
、
能
に
関
す

る
論
説
四
点
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。

◎
論
文

〇Pinnington,
N

oel
J.

“T
he

E
arly

H
istory

of
the

N
oh

Play:
Literacy,

A
uthorship,

and
Scriptedness.”

M
onum

enta
N

ippon-
ica

68.2:163-206.

（
ノ
エ
ル
・
Ｊ
・
ピ
ニ
ン
グ
ト
ン
「
能
の
初
期
の

歴
史：

識
字
、
作
者
意
識
、
書
か
れ
る
と
い
う
こ
と
」）

世
阿
弥
以
前
に
口
頭
で
伝
え
ら
れ
作
成
さ
れ
て
き
た
能
の
台
本
が
、

「
書
か
れ
る
」
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
能
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ

た
か
を
論
じ
る
。
当
時
の
能
役
者
の
識
字
状
況
の
変
化
、
世
阿
伝
書
か

ら
垣
間
見
ら
れ
る
作
能
環
境
な
ど
を
考
慮
し
つ
つ
、
台
本
が
「
書
か
れ

る
」
こ
と
で
知
識
人
の
能
作
へ
の
関
与
が
助
長
さ
れ
、
能
作
品
自
体
が

変
化
し
て
い
き
、
作
者
意
識
が
形
成
さ
れ
て
い
く
過
程
を
追
う
。

〇R
eider,N

orito
T

.“T
suchigum

o
sōshi:T

he
E

m
ergence

of
a

Shape-Shifting
K

iller
Fem

ale
Spider.”

A
sian

E
thnology

72.1:
55-83.

（
ノ
リ
コ
・
Ｔ
・
ラ
イ
ダ
ー
「
土
蜘
蛛
草
子：

変
化
す
る
殺
人

女
蜘
蛛
の
発
現
」）

能〈
土
蜘
蛛
〉の
本
説
と
し
て
は
日
本
書
紀
や
平
家
物
語
が
ひ
か
れ
る

こ
と
が
多
い
。
本
論
文
は
そ
れ
ら
に
加
え
、
女
性
に
変
化
し
た
土
蜘
蛛

が
退
治
さ
れ
る
「
土
蜘
蛛
草
紙
絵
巻
」（
十
四
世
紀
初
頭
）が
能
作
品
に

あ
た
え
た
影
響
を
指
摘
し
、
前
場
冒
頭
の
侍
女
「
胡
蝶
」
が
土
蜘
蛛
の

変
化
し
た
姿
で
あ
る
と
い
う
解
釈
を
提
示
す
る
。

〇
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ペ
ト
ル
シ
ャ
ッ
ク
、
飯
塚
恵
理
人
「
狂
言
「
腰
折
」

を
英
訳
す
る
」『
名
古
屋
芸
能
文
化
』
二
三
号
、
一
五
八
〜
一
六
八
頁
。

作
品
解
説（
日
本
語
）お
よ
び
留
学
生
に
対
し
て
解
説
す
る
際
に
注
意
す

べ
き
ポ
イ
ン
ト（
英
語
）を
添
え
た
、
狂
言
「
腰
折
」
の
英
訳
。

〇M
oore,K

atrina
L.“T

ransform
ing

Identities
through

D
ance:

A
m

ateur
N

oh
Perform

ers’
Im

m
ersion

in
Leisure.”

Japanese
Studies

33.3:263-277.

（
カ
ト
リ
ー
ナ
・
Ｌ
・
ム
ア
「
舞
を
通
じ
た
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
変
化：

能
の
素
人
実
践
者
た
ち
の
余
暇
へ
の
没

頭
」）

「
能
の
世
界
」
の
数
多
い
構
成
員
で
あ
り
つ
つ
も
、
従
来
の
研
究
か

ら
漏
れ
て
き
た
「
能
の
女
性
素
人
弟
子
」
た
ち
に
対
し
て
民
族
誌
学
的

調
査
を
実
施
し
、
稽
古
が
彼
ら
に
も
た
ら
す
新
た
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
形
成
を
明
ら
か
に
す
る
。

〇K
aw

ai
N

obuyuki,
M

iyata
H

irom
itsu,

N
ishim

ura
R

itsuko,
and

O
kanoya

K
azuo.

“Shadow
s

A
lter

Facial
E

xpressions
of

N
oh

M
asks.”

PLoS
O

N
E

8.8.

（
川
合
伸
幸
、
宮
田
裕
光
、
西
村
律

子
、
岡
ノ
谷
一
夫
「
影
が
能
面
の
表
情
を
変
え
る
」）

四
種
の
能
面
の
映
像
に
人
工
的
に（「
上
向
き
」
の
場
合
の
、
あ
る
い

は
「
下
向
き
」
の
場
合
の
）影
を
付
け
る
だ
け
で
、
そ
の
表
情
が
「
喜

び
」
あ
る
い
は
「
哀
し
み
」
の
表
情
を
帯
び
る
と
被
験
者
に
感
じ
ら
れ

る
。
こ
の
実
験
結
果
か
ら
、「
影
」
が
能
面
の
表
情
形
成
に
大
き
く
影

響
し
て
い
る
と
論
じ
る
。
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〇O
shita

M
asaki,

Seki
T

akeshi,
Y

am
anaka

R
eiko,

N
akatsuka

Y
ukiko,and

Iw
atsukiM

asam
i.“E

asy-to-use
A

uthoring
System

for
N

oh
（Japanese

T
raditional

）D
ance

A
nim

ation
and

Its
E

valuation.
T

he
V

isual
C

om
puter

29.10:
1077-1091.

（
尾
下
真
樹
、

関
健
志
、
山
中
玲
子
、
中
司
由
起
子
、
岩
月
正
見
「
使
い
や
す
い
能
の

舞
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
制
作
シ
ス
テ
ム
開
発
と
査
定
」）

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
制
作
の
専
門
知
識
の
な
い
能
の
研
究
者
な
ど
に
も

使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
仕
舞
の
Ｃ
Ｇ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
制
作
シ
ス
テ
ム
開
発
を
紹
介
す
る
。
さ
ら
に
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
用
い

て
作
ら
れ
た
い
く
つ
か
の
仕
舞
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
実
際
の
映
像
の
比

較
や
素
人
弟
子
に
よ
る
試
用
結
果
な
ど
を
通
じ
て
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の

有
効
性
と
改
善
点
を
ま
と
め
る
。「
能
研
究
者
が
型
付
を
も
と
に
仕
舞

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
２０
分
で
制
作
で
き
る
」
シ
ス
テ
ム
開
発
は
、
文
理

融
合
に
よ
っ
て
こ
そ
成
し
遂
げ
得
た
成
果
だ
ろ
う
。

〇Pellecchia,
D

iego.
“E

zra
Pound

and
the

Politics
of

N
oh

Film
.”

Philological
Q

uarterly
92.4:499-516.

（
デ
ィ
エ
ゴ
・
ペ
レ
ッ

キ
ア
「
エ
ズ
ラ
・
パ
ウ
ン
ド
と
能
映
画
の
政
治
学
」）

日
米
開
戦
前
夜
、「
ア
メ
リ
カ
は
日
本
に
グ
ア
ム
諸
島
を
譲
り
、
代

わ
り
に
日
本
は
学
校
教
育
の
た
め
の
能
の
映
像
作
品
３００
タ
イ
ト
ル
を
ア

メ
リ
カ
に
送
る
」
と
い
う
和
平
提
案
を
本
気
で
し
て
い
た
の
が
、
エ
ズ

ラ
・
パ
ウ
ン
ド
だ
っ
た
。〈
葵
上
〉映
像（
一
九
三
五
年
作
成
）の
鑑
賞
を

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
パ
ウ
ン
ド
が
い
か
に
「
能
の
映
像
作

品
」
が
も
つ
文
化
的
・
倫
理
的
教
育
効
果
を
確
信
し
、
そ
の
普
及
に
努

め
よ
う
と
し
た
か
を
詳
細
に
論
じ
る
本
論
文
は
、
初
期
の
、
文
学
的
影

響
の
み
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
が
ち
な
パ
ウ
ン
ド
の
能
受
容
研
究
に
一
石

を
投
じ
る
も
の
で
あ
る
。

〇H
alebsky,

Judith.
“C

onstellation
T

ranslation:
A

C
anadian

N
oh

Play.”
T

heatre
R

esearch
in

C
anada

34.1:
56-73.

（
ジ
ュ

デ
ィ
ス
・
ハ
レ
ブ
ス
キ
ー
「
星
座
的
翻
訳：

カ
ナ
ダ
の
能
」）

第
二
次
世
界
大
戦
中
、
カ
ナ
ダ
の
日
系
移
民
は
強
制
収
容
所
に
収
監

さ
れ
た
。
二
〇
〇
六
年
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
の
パ
ン
ゲ
ア
・
ア
ー
ツ
劇
団

が
上
演
し
た
戯
曲
『
鴎
』
は
、
こ
の
移
民
た
ち
の
経
験（
ト
ラ
ウ
マ
と

喪
失
感
、
世
代
間
の
断
絶
と
和
解
）を
夢
幻
能
と
い
う
形
で
取
り
上
げ

る
。
詩
人
ダ
フ
ネ
・
マ
ー
レ
ッ
ト
に
よ
る
脚
本
は
、
ハ
イ
デ
ィ
・
シ
ュ

ペ
ヒ
ト
と
リ
チ
ャ
ー
ド
・
エ
マ
ー
ト
、
喜
多
流
シ
テ
方
の
松
井
彬
の
協

力
の
も
と
に
演
出
さ
れ
、
カ
ナ
ダ
の
役
者
と
東
京
か
ら
の
能
役
者
を
交

え
て
上
演
さ
れ
た
。
本
論
は
マ
ー
レ
ッ
ト
の
脚
本
が
、
能
と
カ
ナ
ダ
の

文
化
社
会
が
交
わ
る
点
を
柔
軟
に
と
ら
え
る
「
星
座
的
翻
訳
」
に
よ
っ

て
成
功
を
お
さ
め
た
、
と
論
じ
る
。
同
公
演
を
取
り
上
げ
て
、
パ
ン
ゲ

ア
・
ア
ー
ツ
劇
団
の
活
動
も
あ
わ
せ
て
詳
細
に
紹
介
す
る
別
論
文
が
、

W
aisvisz,

Sarah,
and

B
renda

C
arr

V
ellino.

“T
he

Steveston
N

oh
Project:

“T
he

G
ull”

as
Intercultural

R
edress

T
heatre.”

C
anadian

Literature
216:

118-137.

（
セ
ア
ラ
・
ワ
イ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
、

ブ
レ
ン
ダ
・
カ
ー
・
ヴ
ェ
ッ
リ
ー
ノ
「
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ス
ト
ン
能
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト：

異
文
化
間
矯
正
劇
場
と
し
て
の
『
鴎
』）で
あ
る
。

〇T
akiguchi

K
en.

“T
ranslating

C
anons:

Shakespeare
on

the
N

oh
Stage.”

Shakespeare
9.4:448-461.

（
滝
口
健
「
正
典
の
翻
訳：

能
舞
台
の
上
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
」）
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「
り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
能
楽
堂
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
シ
リ
ー
ズ
」
の
一
環
で

あ
る
栗
田
芳
宏
演
出
「
リ
ア
王
―
―
影
法
師
―
―
」
を
取
り
上
げ
る
。

同
じ
く
能
の
技
法
を
駆
使
し
て
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
を
翻
案
す
る
宮
城

聡
演
出
「
ク
・
ナ
ウ
カ
で
夢
幻
能
な
オ
セ
ロ
ー
」
と
の
比
較
や
、「
ア

ジ
ア
に
お
け
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
上
演
ア
ー
カ
イ
ブ
」（A

sian
Shake-

speare
Intercultural

A
rchive,

A

｜S

｜I

｜A

）で
の
台
本
英
訳
作
業
の

考
察
を
通
じ
て
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
能
と
い
う
二
つ
の
異
な
る
「
正

典
」
を
一
つ
の
作
品
に
ま
と
め
る
際
の
多
様
な
可
能
性
を
考
察
す
る
。

（
竹
内
）
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